
能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月30日（ 火）  〈 1日〉 浜田教育セン タ ー 9月19日（ 金）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校・ 特別
支援学校の数学科担当教員

中学校・ 義務教育学校後期課程・ 高等学校・ 特別支援
学校（ 中学部・ 高等部） の家庭科教員

文部科学省 初等中等教育局　 視学官　 水谷　 尚人 島根大学教育学部　 教授　 正岡　 さ ち

817( 0100) 819( 0000)

中・ 高等学校数学科教育講座～主体的・ 対話的で深い学び
の実現を目指す授業づく り ～

中・ 高等学校家庭科教育講座～主体的な生活者を育む主体
的・ 対話的で深い学びの実現に向けた家庭科の授業改善

( 住生活） ～

①主体的・ 対話的で深い学びの実現を 目指す授業づく
り について理解する 。
②Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 含めた 実践的指導力を 高める 。

内容Ｂ 「 衣食住の生活」 （ 住生活） の学習指導につい
て、 学習指導要領の理解を 深め、 演習を 通し て主体
的・ 対話的で深い学びを 意識し た実践的・ 体験的な学
習活動の在り 方について考え、 授業改善の見通し を 持
つ。

9月11日（ 木）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 11月13日（ 木）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

中学校・ 高等学校・ 特別支援学校の国語科教員

市町村立中学校・ 義務教育学校後期課程、 特別支援学
校（ 中学部） の社会科担当教員
県立高等学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含
む） 、 特別支援学校（ 高等部） の地理歴史科・ 公民科
担当教員

島根県立大学人間文化学部地域文化学科
    准教授   古賀　 洋一

宮崎大学大学院教育学研究科　 教授　 吉村　 功太郎

815( 0100) 816( 0000)

中・ 高等学校国語科教育講座　 ～「 書く 力」 を高める 授業
づく り ～

中学校社会科、 高等学校地理歴史科・ 公民科教育講座～主
権者教育で結ぶ、 分野横断的な学びの実際～

学習指導要領を ふま え た講義及び演習を 通し て、 「 書
く こ と 」 の資質・ 能力を 育成する ための授業づく り に
ついて理解し 、 授業力の向上を 図る 。

学習指導要領の目標・ 内容、 実践的課題を 踏ま えなが
ら 「 社会的な見方・ 考え方」 を 働かせ、 各分野を 横断
的に捉えた授業デザイ ン について学び、 指導力を 高め
る 。

9月18日（ 木） 〈 1日〉 江津市立渡津小学校 9月3日（ 水） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校の教
員
令和７ 年度小学校数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研
修( 算数) 対象者は必修

小学校・ 中学校・ 義務教育学校の国語科担当教員及び
特別支援学校の教員

島根大学教育学部初等教育開発講座
　 　 講師　 下村　 岳人

島根県書写書道教育研究会会員（ 島根大学名誉教授）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 福田　 哲之
島根県書写書道教育研究会顧問　 大畑　 俊正
島根県書写書道教育研究会会員　 植田　 良司
島根県書写書道教育研究会会員　 遠山　 茂樹

113( 0000) 528( 0000)

小学校算数科教育講座
小・ 中学校国語科教育書写実技講座～実技指導のポイ ント

をつかむ～

児童が数学的に考える 楽し さ を 知り 算数の学習を 楽し
む授業を 構想する と と も に、 数学的に考える 資質･能
力を 育てる ための算数授業力の向上及び授業改善を 推
進し ていく 力を 身に付ける 。

学習指導要領を ふま えた、 書写の系統性と 基本的な指
導過程を 大切にし た授業づく り について理解し 、 実践
的指導力の向上を 図る 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

12月12日（ 金） 〈 午後〉 島根県教育セン タ ー 8月25日（ 月）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

中学校、 義務教育学校後期課程、 特別支援学校（ 中学
部） の教員

小学校・ 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学
校の教員

畿央大学教育学部　 教授　 島　 恒生 0

1281( 0000) 1279( 0000)

中学校道徳教育講座　 ～主体的・ 対話的で深い学びをめざ
し た授業づく り ～

小学校理科教育（ 基礎・ 基本） 講座～基本的な実験・ 観察
のポイ ント を学ぼう ～

道徳科における 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の授業
づく り を する 際のポイ ン ト や発問づく り への理解を 図
り 、 授業力の向上を 図る 。

講義、 演習等を 通し て、 問題解決の活動を 重視し た理
科の授業づく り について理解し 、 基礎的な観察・ 実験
技能の習得を 図る 。

6月27日（ 金） 〈 1日〉 松江市立古江小学校 9月18日（ 木）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

・ 小学校・ 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援
学校の教員
・ 令和７ 年度小学校数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目
研修（ 理科） 対象者は必修者） の者で、 理科の免許を
有する 者は必修

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校を 含む） ・ 特別支援学校の
理科担当教員、 理科担当実習教員

文部科学省　 初等中等局　 教育課程課　 教科調査官
　 　 有本　 淳

文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所　 教育課程研究セン タ ー 研究開
発部　 教育課程調査官　 三次　 徳二

1136( 0000) 1155( 0000)

小学校理科教育講座～主体的な問題解決をめざし た理科の
授業づく り ～

高等学校理科教育地学講座～生徒の姿を見取り 、 評価し
て、 授業改善につなげよ う ～

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 講義・ 演習、 授業参観
や研究協議を 通し て、 子ど も 主体の問題解決の活動を
実現し 、 資質・ 能力を 育成する 理科の授業づく り につ
いての実践的指導力を 高める 。

講義・ 演習を 通し て、 学習指導要領（ 平成30年告示）
と 学習評価についての理解を 一層深め、 資質・ 能力を
育成する ための理科の授業を 行う 実践的指導力を 高め
る 。

10月22日（ 水）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 11月14日（ 金）  〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校・ 特別
支援学校の英語科担当教員

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

文教大学　 国際学部　 国際理解学科
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 教授　 阿野　 幸一
福山市立福山中・ 高等学校　 教諭　 上山　 晋平

島根大学大学院教育学研究科　 教授　 加藤 寿朗

887( 0100) 1035( 0000)

中・ 高等学校外国語教育講座～も っと 楽し く 、 も っ と 効果
的に！ 阿野先生と 上山先生から 学ぶ授業づく り の極意～

小学校社会科教育講座～「 社会的な見方・ 考え方」 を 働か
せて思考力・ 判断力・ 表現力を育てる 社会科授業づく り ～

「 目標と 指導と 評価の一体化」 に基づく 授業づく り に
ついて理解を 深め、 生徒の主体的な学びを 引き 出す魅
力的な授業デザイ ン を 創造する 。

学習指導要領の目標や内容、 実践的課題を 踏ま えなが
ら 、 「 社会的な見方・ 考え方」 を 働かせ、 思考力、 判
断力、 表現力等を 育てる ための授業デザイ ン について
学び、 指導力を 高める 。
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研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月24日( 水) 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 8月18日（ 月） 〈 1日〉 松江農林高等学校

高等学校の産業教育を 担当する 6年目研修対象者 高等学校及び特別支援学校の産業系担当教員

0 0

1342( 0000) 522( 0000)

高等学校産業教育授業デザイ ン講座 高等学校産業教育実技（ 農業） 講座

ク ラ ウ ド 環境を 効果的に活用し 、 生徒の協働的な学び
を 取り 入れた授業設計力を 身に付ける と と も に、 学習
評価の在り 方について 理解し 、 実践力を 高める 。

　 食品事故を 引き 起こ す病原性微生物や異物の混入な
ど の危害要因を コ ン ト ロ ールする 「 HACCPの考え方」
を 取り 入れた衛生管理の実施が義務化さ れた。
　 高等学校農業科においても HACCPの手順に従っ て衛
生管理を 継続さ せている が、 その指導にあたっ ては、
指導者に専門的な知識と 技術を 有する こ と が求めら れ
ている 。 プロ の高い技術から 学び、 日々の指導に活か
し ていく こ と が、 将来の産業界を 担う 生徒を 育成する
ためにも 必要である 。
　 こ のこ と から 、 HACCPに関する 知識・ 技能の習得及
び指導力向上を はかり 、 将来の産業を 担う 生徒の育成
に資する と と も に、 課題研究の充実及び探究学習の指
導力向上を 目指すためにこ の研修を 実施する 。

6月3日（ 火） 〈 １ 日〉
島根県教育セン タ ー、 浜田教育セン タ ー

6月26日（ 木）  〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

小学校義務教育学校（ 前期課程） 及び特別支援学校
（ 小学部） の教員
※小学校の内容ですが、 小中連携の視点から 中学校教
員も 歓迎し ま す。
※備考に「 松江会場希望」 「 浜田会場希望」 を ご 記入
く ださ い。

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
（ 小・ 中等部） の教員

東京学芸大学　 　 　 　 　 　 　 　 　 教授　 粕谷恭子
沖縄県豊見城市立ゆた か小学校　 教諭　 奥平明香

兵庫県・ たつの市立龍野小学校　 教頭　 石堂　 裕

1231( 0100) 751( 0000)

小学校外国語教育講座～目標を 明確にも った授業づく り ・
単元づく り ～

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 講座～探究的な学びを
伸ばす学校のマネジメ ント ～

目標を 明確にも っ て授業づく り や単元づく り を する こ
と について、 実践報告や講義・ 演習を 通し て理解を 深
め、 教科指導力の向上を 図る 。

探究的な学びのサイ ク ルを 意識し た「 総合的な学習の
時間」 の理論を 理解する と と も に、 単元づく り の手法
や校内への広がり について考える こ と を 通し て、 指導
力を 高める 。

【 第1回】  8月21日（ 木）
【 第2回】  9月17日（ 水）
【 第3回】 10月22日（ 水）
【 第4回】 11月26日（ 水）
  毎回　 15: 15～16: 45（ 90） オン ラ イ ン

11月14日（ 金）  〈 1日〉
島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程

中学校、 義務教育学校後期課程、 特別支援学校（ 中学
部） の理科担当教員

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校、 特別支援
学校（ 中学部・ 高等部） の理科担当教員

0 0

1282( 0000) 1151( 0000)

中学校理科教育オンラ イ ン講座 ～科学的に探究する ため
に必要な資質・ 能力を育成する 理科の授業づく り ～

中学校理科教育講座 ～個別最適な学び及び協働的な学び
を実現する 理科の授業の在り 方～

科学的に探究する ために必要な資質・ 能力を 育成する
理科の授業を 構想する 力を 高める 。

生徒が個別最適な学び及び協働的な学びを 行う 理科の
授業についての理解を 深め、 実践的指導力を 身に付け
る 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8月25日（ 月） 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー 12月12日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

小学校・ 中学校・ 義務教育学校前期課程・ 義務教育学
校後期課程及び特別支援学校（ 小・ 中学部） の教員

小学校、 中学校、 高等学校、 義務教育学校およ び特別
支援学校の教員

東北福祉大学　 教育学部　 教授　 長田　 徹 筑波大学　 人間系　 准教授　 京免徹雄

1301( 0100) 1302( 0100)

中学校特別活動講座　 ～学校・ 学級経営の基盤と なる 学級
活動の授業づく り ～

キャ リ ア教育の要！特別活動講座～子ども の学びを未来へ
つなぐ キャ リ ア教育～

本講座では、 学級・ 学校経営の基盤と なる 学級活動の
授業づく り について学び、 実践意欲を 高める こ と を 目
的と する 。

キャ リ ア教育の充実が求めら れる 背景や学習指導要領
に示さ れた理念、 キ ャ リ ア教育に視点を あてた授業づ
く り について、 理解を 深める 。

8月19日（ 火） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー 7月4日（ 金） 〈 1日〉 雲南市立木次小学校

小学校及び義務教育学校（ 前期課程） ・ 特別支援学校
（ 小学部） の教員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校前期・ 義務教育学校後
期課程及び特別支援学校（ 小・ 中学部） の教員

一般社団法人鍵盤ハーモニカ 教育LABO代表理事
　 　 妹尾　 美穂

國學院大學　 人間開発学部　 教授　 杉田　 洋

1137( 0100) 1300( 0100)

小学校音楽科教育講座　 ～音楽、 呼吸、 生き 方ーすべてが
つながる 新し い鍵盤ハーモニカ指導～

小学校特別活動講座～子ど も が本気で話し 合い、 実践する
学級活動の授業づく り ～

鍵盤ハーモニカを 、 演奏家から 学びながら 演習する こ
と を 通し て、 表現方法の創意工夫や新し い鍵盤ハーモ
ニカ指導について考え 、 実践的指導力の向上を 図る 。

本講座では、 特別活動の教育的意義を 理解し 実践意欲
を 高める こ と 、 実際の授業を 見て協議を 行う こ と で学
級活動の授業づく り について学ぶこ と を 目的と する 。

8月20日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー 10月2日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

小学校及び義務教育学校前期課程の教員及び特別支援
学校の教員

中学校及び義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校・ 特
別支援学校（ 中・ 高等部） の教員

明星大学　 教授　 白石　 範孝
長唄東音会　 日本音楽集団
　 　 杵屋五司郎（ 三味線演奏家）

255( 0100) 781( 0100)

小学校国語科教育講座～教材分析から 始めよ う ！子ど も の
「 問い」 から つく る 国語授業～

中・ 高等学校音楽科教育講座～長唄に挑戦！その魅力に迫
る ～

白石先生によ る 模擬授業や教材分析等の講義及び演習
を 通し て， 子ど も たち が汎用的な力を 身につける ため
の授業づく り のヒ ン ト を 学び， 実践的指導力を 高め
る 。

長唄を 、 演奏家から 学びながら 演習する こ と を 通し
て、 表現方法の創意工夫やねら いを 明確にし た授業展
開を 考え、 実践的指導力の向上を 図る 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

11月21日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 10月上旬～中旬〈 午後〉 オン ラ イ ン

中学校・ 義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技
術分野を 担当する 教員

島根県内の高等学校又は高等専門学校の英語科教員の
う ち、 希望する 者。

合板DL普及協会 0

862( 0200) 1283( 0000)

第２ 回　 中学校技術教育講座
～デジタ ルも のづく り の世界～

高等学校英語ディ ベート 指導のためのジャ ッ ジ養成研修

平成29年告示学習指導要領と 評価についての理解を 一
層深め、 講義・ 協議を 通し て育成を 目指す資質・ 能力
を 明確にし た授業づく り の在り 方を 考え 、 専門的な教
科指導力を さ ら に高める 。

高等学校の外国語指導における 英語ディ ベート の
ジャ ッ ジを と おし て、 グ ロ ーバル社会における 外国語
教育についての理解を 一層深める と も に、 指導力の向
上を 図り ま す。

6月26日（ 木） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 6月27日（ 金） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校を 含む） ・ 特別支援学校の
理科担当教員、 理科担当実習教員

中学校・ 義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技
術分野を 担当する 教職員

文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所　 教育課程研究セン タ ー　 研究開
発部　 教育課程調査官・ 学力調査官 　 小林　 一人

白鷗大学　 教授　 上野　 耕史

1152( 0100) 862( 0100)

高等学校理科教育物理講座～生徒の姿を 見取り 、 評価し
て、 授業改善につなげよ う ～

第１ 回　 中学校技術教育講座
～改めて見直す学習指導要領～

講義・ 演習を 通し て、 学習指導要領（ 平成30年告示）
と 評価についての理解を 一層深め、 資質・ 能力を 育成
する ための理科の授業を 行う 実践的指導力を 高める 。

平成29年告示学習指導要領と 評価についての理解を 一
層深め、 講義・ 協議を 通し て育成を 目指す資質・ 能力
を 明確にし た授業づく り の在り 方を 考え、 専門的な教
科指導力を さ ら に高める 。

8月22日（ 金） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー 8月21日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

小学校･義務教育学校前期課程･特別支援学校（ 小学
部） の教員

中学校・ 義務教育学校後期課程・ 高等学校・ 特別支援
学校（ 中学部及び高等部） の美術科を 担当する 教員

美術家／東京造形大学　 教授　 　 末永　 史尚 美術家／東京造形大学　 教授　 　 末永　 史尚

639( 0000) 1256( 0000)

小学校図画工作科教育講座～描いて学ぼう ！形と 色でつく
る 「 抽象画」 ってなに？～

中･高等学校美術教育講座 ～復活、 １ 日実技研修！「 抽象
画」 を描いて題材化へ～

抽象画を 、 作家から 直接学びながら 描く こ と を 通し
て、 その表現方法や見方について考え、 積極的に抽象
画を 題材と し て取り 上げる こ と ができ る よ う にする 。

抽象画を 、 作家から 直接学びながら 描く こ と を 通し
て、 その表現方法や見方について考え、 積極的に抽象
画を 題材と し て取り 上げる こ と ができ る よ う にする 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

10月21日（ 火） 〈 午後〉 あすてら す 10月15日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

小･中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

小・ 中学校・ 義務教育学校、 県立高等学校（ 松江市立
皆美が丘女子高等学校を 含む） 及び特別支援学校の教
員

京都教育大学名誉教授　 鳥取環境大学名誉教授
　 　 外川　 正明

広島工業大学情報学部　 教授　 安藤　 明伸

1331( 0000) 1189( 0000)

人権教育講座～部落差別・ 同和問題について考える ～
AI 時代のプロ グラ ミ ング教育実践講座～AI 時代、 高ま る プ

ロ グラ ミ ング教育の意義～

部落差別・ 同和問題についての現状と 課題についての
理解を 深め、 同和問題学習を 行う 上での実践力向上に
つなげる 。

小中高の接続を 踏ま えたプロ グ ラ ミ ン グ教育の目的、
必要性についての理解を 深める と と も に、 プロ グラ ミ
ン グ を 実際に体験し ながら 、 児童生徒の学習成果を 踏
ま えた体系的な学びにつなげる ための実践的な指導力
を 高める 。

8月27日（ 水） 〈 午後〉 松江合同庁舎 7月25日（ 金）  〈 1日〉 松江合同庁舎

・ 幼稚園、 認定こ ど も 園の教員
・ 保育所の保育士
・ 特別支援学校の幼稚部担当教員

小･中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員　 30名程度
※今ま でにハン セン 病療養所に訪問経験のない方を 優
先する 。
※今年度から 年1回の開催に変更。 R7年度は東部発
着、 R8年度は西部発着を 実施予定。

【 実践発表】 安来市立安来幼稚園
【 講　 　 義】 き し も と 　 たかひろ

0

1206( 0000) 1284( 0000)

就学前人権教育講座～自分を大切に、 他の人も 大切にでき
る 子ど も の育成をめざし て～

国立療養所長島愛生園訪問研修【 東部発着】

幼児期における 人権教育について理解を 深める こ と
で、 子ど も 一人一人を 大切にし た幼児教育･保育の実
践力向上につなげる 。

ハン セン 病療養所への訪問を 通し て、 ハン セン 病問題
について理解を 深める と と も にハンセン 病問題の課題
を 認識し 、 学校での指導・ 啓発に活かす。

7月30日（ 水） ～31日（ 木） ＜1. 5日＞
松江商業高等学校

10月2日（ 木）  〈 1日〉 オン ラ イ ン

高等学校（ 商業） の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校の教職員
（ R7年度は、 希望者多数の場合、 小学校の教職員を 優
先する ）

0 放送大学　 客員准教授　 塩谷京子

206( 0100) 1235( 0100)

高等学校産業教育実技（ 商業） 講座
学校図書館を活用し た授業改善講座［ 10月2日］ ～情報活

用能力の育成と 活用を考える ～

テク ノ ロ ジーの最新の知識と 技術を 身に付け、 今後の
教育現場にも たら さ れる 変化を 前向き に捉える 素養を
身に付け、 新たな授業デザイ ン の構築に向けた資質・
能力の向上を 図る 。

学習指導要領で求めら れている 情報活用能力の育成、
「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に向け、 学校図
書館を ど のよ う に活用し 、 授業改善を 図る のか。 その
ヒ ン ト を 学び、 実践的指導力を 高める こ と を めざす。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

10月22日（ 水） 〈 1日〉
浜田教育セン タ ー、 オン ラ イ ン

9月18日（ 木） 〈 午前〉 オン ラ イ ン

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支
援学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支
援学校の教職員

NHK放送文化研究所　 主任研究員　 宇治橋祐之
柏市教育委員会　 教育研究専門アド バイ ザー
　 　 西田　 光昭

1288( 0000) 1289( 0100)

子ども が主体のコ ンテンツ 活用講座～NHK f or  School を中
心に～

AI 時代の教育情報セキュ リ ティ 講座～日々変遷を遂げる 教
育情報シス テム 及び情報セキュ リ ティ の理解～

多く の学校授業用動画コ ン テン ツ を 有する 「 NHK f or
School 」 の制作背景やねら いについて理解し 、 その視
聴と 授業での活用を 構想し 授業実践力を 高める 。

生成AI を はじ めと し たテク ノ ロ ジーの進化が激し い現
代において、 高ま る 教育情報セキ ュ リ ティ の重要性に
ついて理解を 深め、 最新の動向に関する 講義を 通じ て
教育情報セキ ュ リ ティ に関する 実践力を 高める 。

8月20日（ 水） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 6月25日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支
援学校の教員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支
援学校の教員

1287( 0100) 1287( 0100)

ク ラ ウ ド の強みを生かし た授業デザイ ン講座【 Googl e
Workspace f or  educat i on】 ～ク ラ ウ ド 活用が学びを豊か

にする ！考えよ う こ れから の授業デザイ ン～

ク ラ ウ ド の強みを 生かし た授業デザイ ン講座
【 Mi crosof t 365 educat i on】 ～ク ラ ウ ド 活用が学びを 豊か

にする ！考えよ う こ れから の授業デザイ ン～

GI GAス ク ール構想によ り 整備さ れたク ラ ウ ド 環境を 効
果的に活用し 、 児童生徒の協働的な学びを 取り 入れた
授業設計力を 身につける 。

GI GAス ク ール構想によ り 整備さ れたク ラ ウ ド 環境を 効
果的に活用し 、 児童生徒の協働的な学びを 取り 入れた
授業設計力を 身につける 。

10月2日（ 木） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 7月4日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支
援学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支
援学校の教職員

0 0

1285( 0000) 1286( 0000)

学びの可能性を広げる ！遠隔・ オンラ イ ン活用講座～非常
時だけじ ゃない使い方～

校務改善のための教育データ 活用講座～アンケート フ ォ ー
ムを中心に～

多様な他者と のつながり や学びを 遠隔・ オン ラ イ ン を
用いて実施する ための基本的な考え方や技術を 体験的
に学び、 効果的な活用の方法を 身につける 。

「 ア ン ケート フ ォ ーム 」 を 利用し たデータ 利活用につ
いて理解し 、 実践的な活用の方法を 身につける 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

10月29日（ 水） 〈 午後〉
ハイ ブリ ッ ド 型研修（ 島根県教育センタ ー、 オンラ イ
ン）

11月20日（ 木） 〈 1日〉 島根県教育センタ ー

幼稚園・ 市町村立小中学校・ 義務教育学校・ 高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を含む） ・ 特別支援学
校の教職員

幼稚園・ 市町村立小中学校・ 義務教育学校・ 高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） ・ 特別支援学
校の教職員

島根大学　 人間科学部　 教授　 岩宮　 恵子 島根県ス ク ールカウ ンセラ ー　 五明田　 典子

1298( 0000) 1100( 0000)

子ど も 理解と 支援講座 ～ 個や集団への理解を 深め、 子ど
も へのかかわり を 見直し たい方へ ～

教職員のかかわる 力を 高める 実践講座 ～ 子ど も や保護
者・ 同僚と のかかわり を よ り よ く し たい方へ ～

児童・ 生徒の発達の理解を踏ま えたかかわり を考え、 相
手を大切にし た支援への意欲を高める 。

体験的な演習を通し て、 子ども や保護者・ 同僚と のよ り
よ いかかわり や支援について理解を 深める と と も に実践
力を高める 。

6月5日（ 木）  〈 1日〉 島根県教育センタ ー
7月1日（ 火） ～7月8日（ 火） オンデマンド
7月9日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン

小・ 中学校及び義務教育学校の教員
幼稚園・ 市町村立小中学校・ 義務教育学校・ 高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） ・ 特別支援学
校の教職員

京都教育大学 教職キャ リ ア高度化センタ ー 講師
　 　 大久保 紀一朗

【 オンデマンド 】
　 教育指導課　 子ども 安全支援室　 指導主事
【 オンラ イ ン研修】
　 神戸女子大学　 教授　 伊藤　 美奈子

1332( 0000) 921( 0000)

校内の情報化を 進めたい教員のためのI CT活用推進実践講座
～１ 人の100歩よ り みんなの1歩になる こ と を 考える ～

不登校の理解と 支援講座 ～ 不登校の要因や背景について
理解を 深め、 よ り よ い支援について考えたい方へ ～

校内の情報化を進める 教員に必要と さ れる I CT活用指導
力を一層向上さ せる と と も に、 授業改善のための１ 人１
台端末活用の趣旨を踏ま えた校内の情報化推進に向け、
計画的に支援や研修を 推進する 力を高める 。

島根県の喫緊の課題である 不登校への理解を深め、 子ど
も たちの社会的な自立を 目指し てど のよ う に支える の
か、 支援の視点について考え、 対応する 力を高める 。

9月12日（ 金） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 11月7日（ 金）  〈 1日〉 島根県教育センタ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校及び特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） の教職員

常葉大学　 教育学部　 准教授
　 　 酒井郷平（ オンラ イ ンで参加）

札幌国際大学 全学共通教育部　 情報教育部 教授
　 　 岩崎 有朋（ オンラ イ ンで参加）

1290( 0100) 1291( 0000)

児童生徒が自ら 考える 力を高める ！情報モラ ル教育実践講
座～1人1台端末を持つのが当たり 前の時代に求めら れる 情

報モラ ルと は？～

授業で育み活かす！子ど も の情報活用能力育成講座～学び
の質を 高める 授業づく り ～

１ 人１ 台端末の導入等を 背景に、 児童生徒が自ら 考える
力を高める 情報モラ ル教育の実践に向けて、 情報モラ ル
の重要性について理解を 深め、 最新の動向に関する 講義
を 通じ て情報モラ ルに関する 実践力を高める 。

学習の基盤と なる 資質・ 能力の1つと し て位置づけら れ
た情報活用能力の育成についての基本的な考え方を理解
する と と も に、 情報活用能力の育成・ 発揮を適切に位置
づけた授業を 構想する 力を高める 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

7月31日（ 木）  〈 1日〉 浜田教育センタ ー

【 第１ 回】 5月16日（ 金） 〈 午後〉 オンラ イ ン
【 第２ 回】 6月24日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン
【 第３ 回】 10月7日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン
【 第４ 回】 12月2日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン

特別支援学校の教員でセンタ ー的機能担当者及び今後セ
ンタ ー的機能担当を目指す者 
各特別支援学校２ 名ま でと する

小学校、 中学校及び義務教育学校の特別支援学級担任ま
たは通級によ る 指導担当、 及び高等学校の通級によ る 指
導担当

島根大学教育学部附属学校学習生活支援研究センタ ー
　 　 指導教諭　 宮﨑紀雅

〈 第1回～第3回〉
兵庫県加古川市立平岡小学校
　 　 通級指導担当・ 主幹教諭　 尾住奈未

1337( 2000) ※13360000

特別支援学校センタ ー的機能担当者実践講座～様々な事例
から 具体的な取組を 考える ～【 西部】

明日から の支援に生かす！特別支援学級・ 通級によ る 指導
担当のための実践講座～１ ５ 時から ９ ０ 分×４ 回の学びで

支援のコ ツ をつかも う ～

特別支援学校センタ ー的機能担当者の教育相談におけ
る 、 授業観察やコ ンサルテーショ ン等の専門性の向上を
図る 。

１ 年間の研修を通し て、 特別支援学級の学級経営や、 通
級によ る 指導担当に必要な専門的知識及び技能を 高め、
指導力の向上を図る 。

11月14日（ 金）  〈 1日〉 オンラ イ ン 7月30日（ 水）  〈 1日〉 松江合同庁舎

幼児教育施設・ 小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学
校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を含む） 及び特別支
援学校の教職員

特別支援学校の教員でセンタ ー的機能担当者及び今後セ
ン タ ー的機能担当を目指す者 
各特別支援学校２ 名ま でと する

宮城学院女子大学　 教育学部教育学科児童教育専攻
　 教授　 梅田　 真理

島根大学教育学部附属学校学習生活支援研究センタ ー
　 　 指導教諭　 宮﨑紀雅

1335( 0100) 1337( 1000)

通常の学級における 多様な学びを 支える 基礎講座～かかわ
り 方や校内ででき る 支援を 考える ～

特別支援学校センタ ー的機能担当者実践講座～様々な事例
から 具体的な取組を 考える ～【 東部】

通常の学級等における 特別な支援を必要と する 子ども 一
人一人の学びの保障の視点から 、 子ども 理解に努め、 子
ど も の願いに寄り 添っ たかかわり と 支援について学び、
実践に生かそう と する 態度を身につける 。

特別支援学校センタ ー的機能担当者の教育相談におけ
る 、 授業観察やコ ンサルテーショ ン等の専門性の向上を
図る 。

9月11日（ 木） 〈 1日〉 島根県教育センタ ー 9月5日（ 金）  〈 午後〉 出雲合同庁舎

幼稚園・ 市町村立小中学校・ 義務教育学校・ 高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を含む） ・ 特別支援学
校の教職員

小・ 中学校、 義務教育学校、 高等学校及び特別支援学校
の教員

山口大学　 教育学部　 准教授　 柳澤　 亜希子

1333( 0000) 1334( 0000)

愛着（ アタ ッ チメ ン ト ） 形成に課題を 抱える 子ど も の理解
と 支援講座～ 愛着に課題を抱える 子ど も やその保護者と の

かかわり について考える  ～

発達障がいのある 子ど も の理解と 特別支援学級の授業づく
り 講座～特性を 踏ま えて考える ～

子ども が愛着形成をし ていく 過程およ び課題について理
解を深め、 そのこ と を 踏ま えたかかわり を考え、 支援を
行う 資質を高める 。

発達障がいのある 子ども を理解し 支援する ための専門的
な知識や技能を身に付け、 日々の実践にいかそう と する
意欲を高める 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8月7日（ 木） 〈 1日〉 松江合同庁舎 8月8日（ 金） 〈 1日〉 浜田合同庁舎

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援
学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援
学校の教職員

日本ペッ プト ーク 普及協会認定講演ス ピ ーカー・ セミ
ナーフ ァ シリ テータ ー　 寺本　 強

日本ペッ プト ーク 普及協会認定講演ス ピ ーカ ー・ セミ
ナーフ ァ シリ テータ ー　 寺本　 強

1341( 1000) 1341( 2000)

【 東部】 生徒指導の４ つの視点から 考える 子ど も の自己実
現支援講座～今と こ れから の笑顔のために～

【 西部】 生徒指導の４ つの視点から 考える 子ど も の自己実
現支援講座～今と こ れから の笑顔のために～

生徒指導の実践上の４ つの視点（ 自己存在感の感受、
共感的人間関係の育成、 自己決定の場の提供、 安全・
安心な風土の醸成） を 生かし た積極的な生徒指導を 推
進でき る よ う に指導力・ 組織力の充実を 図る 。

生徒指導の実践上の４ つの視点（ 自己存在感の感受、
共感的人間関係の育成、 自己決定の場の提供、 安全・
安心な風土の醸成） を 生かし た積極的な生徒指導を 推
進でき る よ う に指導力・ 組織力の充実を 図る 。

6月5日（ 木） 〈 1日〉
　 浜田教育セン タ ー・ 浜田市立松原小学校

8月19日（ 火） ～20日（ 水） 〈 2日間〉
　 浜田教育セン タ ー

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学校、
特別支援学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援
学校の教職員

かかわり プロ グラ ム Sl i mpl e　 代表　 曽山　 和彦 県内ス ク ールカ ウ ン セラ ー

1303( 0000) 1222( 0000)

いじ め・ 不登校を 防ぐ ！学級づく り 講座～学級づく り であ
ら ゆる 課題を解決～

よ り よ い関係づく り 実践講座
～すべては関係づく り から ！２ 日間、 時間をかけて丁寧に

学べま す～

かかわり プロ グラ ム Sl i mpl e代表の曽山先生の講義
や、 学校での「 ス リ ン プル・ プロ グラ ム 」 の実践を 通
し て、 発達支持的生徒指導を 意識し た学級づく り につ
いて学ぶ。

カウ ン セリ ン グ的なコ ミ ュ ニケ ーショ ン 力、 保護者と
かかわる 力、 子ど も と かかわる 力、 事例から 学ぶ力
等、 関係づく り について、 2日間の演習を 中心に学
ぶ。

9月30日（ 火）  ①益田養護学校〈 １ 日〉
　 　 　 　 　 　 　 ②益田養護学校〈 午後〉
　 　 　 　 　 　 　 ③オン ラ イ ン 〈 午後〉

7月1日（ 火）  〈 午後〉 オン ラ イ ン

小・ 中学校及び義務教育学校、 県立高等学校（ 市立皆
美が丘女子高等学校を 含む） 及び特別支援学校の教職
員

幼児教育施設・ 小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学
校（ 市立皆実が丘女子高等学校を 含む） の教員

信州大学　 学術研究院教育学系　 准教授　 下山真衣 東京学芸大学　 准教授　 小林　 玄

1338( 0000) 1339( 0000)

学びが変わる ！知的障がいのある 子ど も の理解と 授業づく
り 講座～知的障がいのある 子ど も の心理的な課題や支援を

理解し 、 自立に向けた授業づく り を考える ～

「 個別の教育支援計画」 でつなげる 支援・ つながる 支援講
座～事例から 学ぶ切れ目ない支援～

知的障がいのある 子ど も の豊かな生活や学習意欲を 引
き 出すために、 子ど も を 主体と し た授業づく り や授業
の在り 方を 考える こ と で、 特別支援教育の専門性を 高
める 。

個別の教育支援計画の意義や目的、 関係機関と の連携
のあ り 方について理解を 深め、 障がいのある 児童生徒
一人一人に適切な支援を 行う 実践力の向上を 図る 。
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能力開発研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9月12日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 11月14日（ 金） 〈 午後〉 島根県教育セン タ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校の教職員
小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援
学校の教職員

0
島根電工株式会社　 経営企画本部　 コ ミ ュ ニケ ーショ
ン 部　 課長　 山本　 翔

1194( 0000) 1192( 0000)

教育法規の基礎講座～実践的な教育法規の基本講座、 島根
県教職員人事関係法令要覧の見方・ 使い方を 学ぶ～

人材育成・ コ ーチング講座
～感情に寄り 添う コ ーチン グ術、 チームの力を 最大限に活

かす資質・ 能力を身につける ～

教育行政事務を 担当する 職員と し て、 法令用語、 条例
の構成等の基礎知識や、 読み方のコ ツ について学ぶこ
と によ り 、 法務能力の向上を 図る 。

学校運営や職種における 活動グ ループで中心的な役割
を 担う ためのス キルを 高める と と も に、 コ ーチン グス
キルを 磨く こ と でリ ーダーシッ プと 人材育成力の向上
を 図る 。
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島大連携

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

( 9019) ( 9020)

図画工作科の授業と 教材開発 小学校社会科の授業デザイ ン と 教材開発

小学校図画工作科教育における 基礎的な教材を 体験的
に理解し 、 子ど も が表現し やすい教材開発のコ ツ を 掴
みま す。
○ 絵に表す： 着色の具体的な 方法・ 技術（ 点描と 陰
影法） を 学びま す。
○ 立体に表す： 石膏を 活用し た造形活動で、 子ど も
の興味・ 関心の高め方を 学びま す。
○ 造形遊び： 体全体を 使っ て 活動する 「 ビ デオザウ
ルス がやっ てき た！」 の授業ビ デオを 視聴し 、 授業設
定の工夫を 学びま す。
○ 版に表す： 普段の生活で捨てら れる も のから 、 簡
単な版作り を する 。 刷る こ と の楽し さ を 学びま す。

本講習ではま ず、 現行小学校学習指導要領社会科につ
いて、 教育改革の動向を ふま えながら 、 その目標や内
容について解説し ま す。 次に、 学習指導要領社会科の
特色、 子ど も の社会的な見方・ 考え方を 育てる 社会科
授業づく り のポイ ン ト について考察し ま す。 さ ら に、
「 主体的・ 対話的で深い学び」 の観点から の小学校社
会科授業改善や具体的な教材開発について検討し ま
す。

8月26日（ 火） 〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月7日（ 木） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 義務教育学校前期課程
教員

小学校、 義務教育学校前期課程 　
社会科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的
な内容も 含みま す。 ） 教員

島根大学教職大学院　 　 教授　 川路　 澄人

島根大学教職大学院　 　 　 　 　 　 教授　 加藤　 寿朗
松江市立義務教育学校玉湯学園　 教頭　 和田　 律央
島根大学教育学部附属義務教育学校
　 　 　 　 　 　 　 　 前期課程　 主幹教諭　 　 仁宮　 香

( 9021) ( 9022)

今ど き の思春期、 今ど き の保護者を どう 理解する のか 総合的な学習・ 探究の時間の開発

現代の思春期はネッ ト が存在する 前と はかなり 違っ て
いま す。 ま た子育てを 支える 共同体のあ り よ う も 変
わっ てき ている ため、 保護者の状況にも 意識にも 個人
差が大き く なっ ていま す。 本研修では、 その変化のあ
り よ う を 具体的に示し ながら 、 子ど も や保護者を ど の
よ う に理解し ていく こ と が可能なのかを 考えていき ま
す。

新し い学習指導要領では社会に開かれた教育課程の実
現が求めら れていま すが、 それは何故なのでし ょ う
か。 地域と 協働し て教育活動を 展開し ていく 意義や価
値を 踏ま えつつ、 多く の学校で実施さ れている 地域課
題解決型の探究学習を いかに設計し 、 動かし ていく か
を 考えていく ための講座です。

6月24日（ 火） 〈 午後( 3時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

6月26日（ 木） 〈 午後( 3時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　  教員

島根大学人間科学部　 教授　 岩宮　 恵子 島根大学大学教育セン タ ー　 准教授　 中村　 怜詞

( 9023) ( 9024)

フ ァ シリ テータ ーと し ての教師 ～理論と 実践～ 教育評価の新たな地平

近年、 学習者主体／探究型の学び等が注目さ れてい
る 。 そこ では、 知識の伝達者ではなく 、 学びの伴走者
と し て教師が求めら れている 。 学びの伴走者に必要な
ス キルのひと つがフ ァ シリ テーショ ン ス キルである 。
本研修では、 改めてその理論と 実践について考え、 お
互いにフ ァ シリ テーシ ョ ン ス キ ルを 更に高める 機会と
なる こ と を 目指す。

本研修は、 評価の意義について再考し たり 新たな可能
性を 追究し たり する こ と を ねら いと する 。 近年着目さ
れる パフ ォ ーマン ス 評価における ルーブリ ッ ク と ポー
ト フ ォ リ オ評価の意義、 今後求めら れる 学習と 評価の
あり 方について受講者と 共に検討し ていく 。

8月6日（ 水）  〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

8月20日（ 水） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校（ 対象校種
外の方でも 受講可能。 ） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校（ 対象校種
外の方でも 受講可能ですが、 専門的な内容も 含みま
す。 ） 　 教員

筑波大学人間系　 助教　 梅津　 静子 島根大学教育学部　 教授　 深見　 俊崇
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( 9025) ( 9026)

生徒同士をつなぎ、 自治的な力を育むこ と で、 いじ めの未
然防止に取り 組んだ中学校の実践に学ぶ

発達障がいと 愛着障がいのちがい
～支援のためにでき る こ と ～

現代的教育課題と なっ ている いじ めは多く の学校に
と っ て喫緊の課題であ る 。 一人一人が大切にさ れてい
る と 実感でき る 話し 合い活動や、 生徒同士が繋がる た
めの活動を 中心と し た 『 自治の取り 組み』 によ っ て、
その未然防止に成果を 上げた学校がある 。 そこ には多
様な生徒が身の回り の課題を 自分事と 捉え、 主体的に
解決し よ う と する 力を 育む様々な仕掛けがあっ た。 自
校の取り 組みに閉塞感を 持つ教員にと っ て、 新たな視
点が持つこ と ができ る 。

教育現場では、 様々な問題の言動を 呈する 子ど も たち
がいま す。 その対応や支援を ど のよ う にし たら よ いか
を 、 発達障がいだけでなく 、 愛着の問題の視点も 入れ
て考える 研修にし たいと 思いま す。

7月29日（ 火） 〈 午前( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月26日（ 火） 〈 午前( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　  教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

島根大学教職大学院　 　  特任教授　 　 藤原　 建
元米子市立福米中学校長、 元米子市教育委員会ス ク ー
ルソ ーシャ ルワ ーカー　  　 　 　 　 　 栢木　 隆志

島根大学医学部看護学科　 特任教授　 稲垣　 卓司

( 9027) ( 9030)

働き 方改革を考える
いじ めの早期発見・ 早期対応のために～小・ 中学校の事例

を基に考える ～

教職員の多忙化、 教職員不足、 ギガス ク ール構想の導
入、 中学校における 部活動の地域移行化等教育現場は
対応に追われていま す。 こ こ では働き 方改革が教育現
場に与えている 影響を 現場の様々な場面を と ら えて考
えてみま す。 改革の本来の意義が活かさ れている か。
「 教育の不易と 流行」 と いう 視点で考えてみま す。

小中学校における 、 いじ めの発生件数は増加し てい
る 。 し かし 、 いじ めを いじ めと 認知し ないで、 児童生
徒間の人間関係のト ラ ブルと 置き 換えたり 、 普段あり
がちな問題と 捉えたり し て対応が遅れ、 中には重大事
態に発展し たり 、 命にかかわっ たり する 事案も 見ら れ
る 。
　 重大事態から 見える 学校における いじ めの対応の課
題や事例を 基に、 組織の一員と し ての在り 方や保護者
対応について受講者同士でも 意見を 交わし 、 早期発
見、 早期対応のヒ ン ト を 探る 。

8月18日（ 月） 〈 午後( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

7月25日（ 金）  〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校（ 対象校種外の方は受講でき ま せん。 ） 　 教員

元鳥取市教育委員会次長 元鳥取市立北中学校校長
元島根大学教育学部特任教授 　 木下　 公明

元島根大学教職大学院  特任教授      三島　 修治
小村臨床心理士事務所所長　 元浜田児童相談所所長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小村　 俊美
原 市法律事務所　 島根県弁護士会　 弁護士  原 市

( 9031) ( 9032)

教師の働き 方改革～研究と 現場と の交流を通し て考える ～ I CT活用の可能性

近年注目を 集めている 教師の働き 方について、 政策的
動向と 全国調査のデータ から 現状を 学びま す。 そのな
かで、 社会調査についての基本的な考え方、 データ の
見方についても お話し し ま す。 皆様が直面し ている 学
校の働き 方について、 参加者同士での意見交流や、 他
自治体の取り 組み事例など の共有を ふま えて、 こ れか
ら の教師の働き 方について考察し ま す。

本講習では、 「 I CT活用の可能性」 を テーマに目指す
べき 活用のあ り 方を 押さ えつつも 、 新たな方向性を 示
すこ と を 目指し ま す。 前半は、 児童・ 生徒が主体的に
I CTを 活用する ためのポイ ン ト を 押さ えつつ、 創造的
な実践を 目指す考え方を 共有し ま す。 後半は、 プロ グ
ラ ミ ン グ教育や生成AI のテーマを 取り 上げ、 様々な可
能性を 探究し ていき ま す。

7月28日（ 月） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

8月8日（ 金） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　  教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校（ 対象校種
外の方でも 受講可能です。 ）  　 教員

静岡大学教職セン タ ー    特任助教 　 上地　 香杜
島根大学教育学部　   教授　 深見　 俊崇
島根大学教職大学院　 教授　 御園　 真史
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( 9033) ( 9034)

学校の組織マネジメ ント と 危機管理
いじ め・ 不登校等が起こ り にく い学級（ 学校） づく り

～実践事例から 考える 学校（ 教職員） がすべき こ と ・ でき
る こ と ～

本研修では、 ま ず、 近年の教育改革から 学校における
組織マネジメ ン ト と 危機管理にかかわる 諸動向を 確認
し た上で、 今後の学校組織と マネジメ ン ト 、 危機管理
の在り 方と その課題と について理解を 深めま す。

学習指導要領が求める 「 学びに向かう 力」 を 育むこ と
が、 結果的にいじ めや不登校等の未然防止に結びつく
図式を 理解する と と も に、 様々な地域の実践事例を 通
し て「 いじ め・ 不登校等が起こ り にく い学級（ 学
校） 」 の共通点を 共有する 。 ま た「 子ど も のために」
と し た教師の教育的配慮が不適切な対応と 受け取ら れ
て裁判にま で発展し た事例を 題材にし て「 ど の段階
で、 誰が何を し ていれば、 問題が大き く なら なかっ た
か？」 の演習も 行う 。

8月22日（ 金） 〈 午後( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月21日（ 木） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　   教員

島根大学教育学部　 講師　 小早川　 倫美 日本大学文理学部　 教授　 藤平　 敦

( 9036) ( 9037)

学校教育における 「 多文化共生」
【 現職教員研修と 共同開講】

教室空間における イ ンク ルージョ ン
【 現職教員研修と 共同開講】

本研修では、 学校教育における 「 多文化共生」 につい
て、 その学術的な議論を 踏ま えつつ、 実践に関わる 知
見を 深める こ と を 目指し ま す。 本研修を 受講する こ と
によ り 、 主に次の成果を 得る こ と が期待でき ま す。 ①
「 多文化共生」 に関わる 学術的議論を 理解する こ と が
でき る 。 ②外国の「 多文化共生」 に関わる 実践例から
参照でき る 点を 導き 出すこ と ができ る 。 ③日本の学校
教育における 「 多文化共生」 の実践を 具体的に考案す
る こ と ができ る 。

本研修では、 以下の2つの問いについて参加者と と も
に考えま す。
①イ ン ク ルージョ ン （ 包摂） と はど のよ う な状態のこ
と を 指すのか
②特定の子ど も の参加を 阻んでいる も のは何か
当日は教育社会学や障害学等の知見を 学んだあ と で、
参加者同士でディ ス カッ ショ ン を する 予定です。 こ れ
ら の活動を 通し て、 「 イ ン ク ルーシヴ 教育」 を めぐ る
既有知識を 更新し ていく こ と を 目指し ま す。

10月6日（ 月） 〈 午後( 3. 5時間) 〉 zoom 10月6日（ 月） 〈 午前( 3. 5時間) 〉 zoom

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

大阪大学大学院人間科学研究科　 准教授　 坂口　 真康
常葉大学健康プロ デュ ース 学部　 准教授
　 　 羽田野　 真帆

( 9038) ( 9039)

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の理論と 実践
（ 反復開講）

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の理論と 実践

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の目標・ 意義・ 評
価についての基本を 再確認する こ と に加え、 児童の発
達段階・ 学習者要因に応じ た指導の在り 方、 小中連携
についても 理解を 深めま す。 演習では、 実際の教材
（ 勤務校で使用し ている 教科書） を 用いて、 実際に言
語活動案や評価（ ルーブリ ッ ク ） 案を 小グループで作
成し ま す。

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の目標・ 意義・ 評
価についての基本を 再確認する こ と に加え、 児童の発
達段階・ 学習者要因に応じ た指導の在り 方、 小中連携
についても 理解を 深めま す。 演習では、 実際の教材
（ 勤務校で使用し ている 教科書） を 用いて、 実際に言
語活動案や評価（ ルーブリ ッ ク ） 案を 小グループで作
成し ま す。

8月5日（ 火） 〈 1日( 6時間) 〉
鳥取県教育セン タ ー

8月21日（ 木） 〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 　
外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能です。 ） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 　
外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能です。 ） 教員

島根大学教育学部　 講師　 篠村　 恭子 島根大学教育学部　 講師　 篠村　 恭子
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( 9040) ( 9041)

子ど も 理解と かかわり ～特別支援教育の視点から ～
（ 反復開講）

子ど も 理解と かかわり ～特別支援教育の視点から ～

特別支援教育の制度化から 10余年が経過し た今日、 園
や学校においては、 子ど も を 理解し 支える 多く の取組
が展開さ れていま す。 「 教育的ニーズ」 を 把握し それ
に応える と いう こ れま での特別支援教育に関する 実践
を 振り 返り ながら 、 こ れから の特別支援教育のあり 方
について、 「 心育て」 を キーワ ード に検討し ていき ま
す。

特別支援教育の制度化から 10余年が経過し た今日、 園
や学校においては、 子ど も を 理解し 支える 多く の取組
が展開さ れていま す。 「 教育的ニーズ」 を 把握し それ
に応える と いう こ れま での特別支援教育に関する 実践
を 振り 返り ながら 、 こ れから の特別支援教育のあり 方
について、 「 心育て」 を キーワ ード に検討し ていき ま
す。

8月5日（ 火） 〈 午前( 3時間) 〉
鳥取県教育セン タ ー

10月30日（ 木） 〈 午後( 3時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

島根大学教職大学院　 特任教授　 　 原　 広治 島根大学教職大学院　 特任教授　 　 原　 広治

( 9043) ( 9045)

基礎から じ っく り 楽曲分析演習
～教材研究の深化を目指し て～

英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を考える
（ 理論編）

作曲理論の基礎知識を 生かし て、 音楽科の授業におけ
る 教材研究や吹奏楽指導時など の楽曲分析力の深化を
目指す「 座学」 研修です。 経験年数の比較的浅い、 中
学・ 高校の音楽科教員の方を 想定し ていま す。
最低限押さ えておき た い作曲基礎理論を 確認し たのち
に、 簡易な歌唱・ 器楽曲を 題材と し て、 形式・ 形態分
析を 核と する 楽曲分析を 行いま す。 その後、 参加者の
皆さ んと 共に応用的な 楽曲分析やディ ス カ ッ ショ ン を
行い、 ス キルアッ プを はかり ま す。

社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小中高を 通し て
言語活動の充実・ 発信力向上が重視さ れていま す。 母
語ではない言語を 学ぶこ と に、 他の教科にはない「 楽
し さ 」 を 感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を 抱える 子ど
も も いま す。 授業の中で、 子ど も たちの困難さ を ど の
よ う に見取り 、 ど のよ う な工夫を 加えていけばよ いで
し ょ う か。 その背景や事例を 紹介し ま す。

6月24日（ 火） 〈 午後( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

7月18日（ 金） ～8月20日（ 水）
〈 半日( 4時間) 〉 オン デマン ド

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校（ 対象校種
外の方でも 受講可能） 　 音楽科（ 対象教科外の方でも
受講可能ですが、 専門的内容も 含みま す） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 　 　  
外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的
な内容も 含みま す。 ） 　 教員

島根大学教育学部　 教授　 河添  達也 島根大学教職大学院　 特任教授　 大谷 みど り

( 9046) ( 9047)

Q-U調査を活用し た児童生徒理解、 学級集団理解に基づく
教育実践のあり 方

「 宇宙」 を素材と し たイ ンク ルーシブな探究活動

児童生徒理解や学級集団の理解に活用さ れている Q-U
調査について、 理論的な背景や結果の分析の仕方を 学
び、 生徒指導や教育相談、 学級経営など 、 日々の教育
実践にど のよ う に役立てる こ と ができ る のかについて
考える 。

「 宇宙」 と の出会いを き っ かけと し て子ど も たちの思
考力と 探究力を 伸ばすこ と を 目的と し た宇宙教育につ
いて理解し 、 多様な学習者が協働し て学ぶ学習環境に
ついて考えま す。 （ 担当教科に関わら ずご 参加いただ
けま す。 ）

7月29日（ 火） 〈 午前( 3時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

8月22日（ 金） 〈 午前( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　   教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　  教員

島根大学教職大学院　 准教授　 川俣　 理惠
島根大学教育学部　 准教授　 香川 奈緒美
JAXA職員（ 予定）
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目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

( 9048) ( 9049)

共生を 実現する 学校について考える
～多様性の尊重と 凝集性（ ま と ま り ） の両立を目指し て～

中学校技術・ 家庭科技術分野の問題解決のアッ プデート

学校では、 発達上の特性、 障がい、 ジェ ン ダー・ 性自
認、 外国にルーツ のあ る 人々の増加によ る 文化間の相
違等、 配慮すべき 要素が増加・ 多様化し ている 。 本研
修では、 こ う し た学校を めぐ る 多様化に通底する 「 共
生」 についての理解を 主体的・ 対話的な学びによ っ て
深める 。 具体的には、 「 共生」 に関する 基本的な事項
を 概説し た上で、 書籍（ 『 共生と 希望の教育学』 筑波
大学出版会） を 講読し 、 討議を 行う 中で学校のあり 方
を 考える 。

中学校技術・ 家庭科技術分野の技術によ る 問題の解決
題材について、 最新の知見にも と づいた内容を 提案し
ま す。 特に、 エネルギー変換の技術や情報の技術ある
いは、 相互に統合し た問題解決について考えていき ま
す。 こ れま でのキッ ト を 用いた問題解決から 、 個別最
適な学びに対応し 、 学習指導要領の具現化する 問題解
決への変換を 目指し ま す。

7月25日（ 金）  オン デマン ド （ 2時間） ＋山陰教員研
修セン タ ー〈 1日( 6時間) 〉

8月20日（ 水） 〈 1日( 6時間) 〉
島根大学附属義務教育学校後期課程

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校 　 教職員

中学校、 義務教育学校後期課程（ 対象校種外の方でも
受講可能ですが、 専門的な内容も 含みま す。 ） 　 技
術・ 家庭科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専
門的な内容も 含みま す。 ） 　 教員

島根大学教育学部　 　 　 講師　 津多　 成輔
元島根大学教職大学院　 教授　 齋藤　 英明

島根大学教育学部 　 教授　 橋爪 　 一治
島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程
　 　 　 　 　 　 　 　 主幹教諭　 森下　 博之

( 9050) ( 9051)

地理を専門と し ない教員のための地理分野教材開発 アセス メ ント の重要性と 多機関連携の在り 方

小学校生活科・ 社会科， 中学校社会科， 高等学校地理
歴史科における 地理的学習に関する 教材開発について
わかり やすく 学びま す。 主に， 地理院地図を 中心と し
たデジタ ルマッ プの活用技法や， 簡単な統計データ を
取り 扱いま す。 地理を 専門と し ない教員はも ちろ ん、
専門と する 教員の受講も 歓迎し ま す。

本研修では、 多様化、 複雑化し ている 子ど も の課題に
対応し た支援を 行う ために、 アセス メ ン ト が重要であ
り 、 効果的である こ と を 理解する 。 それと と も に、 心
の問題や子ど も たちの置かれている 環境の問題が絡み
合う 課題に効果的に対応し ていく ための多職種連携を
踏ま えた福祉職の専門性を 理解し 、 それを 活用する 視
点を 身に付ける 。 連携を 意図し たアセス メ ン ト やプラ
ニン グの事例演習を し たう えで教職員がチーム で子ど
も たちの支援を 行う こ と の重要性を 意識づける と と も
に、 教師と し ての専門性と 役割を 認識する 。

8月8日（ 金） 〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月7日（ 木） 〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校（ 対象校種外の方でも 受講可能です。 ） 　 教員

島根大学教育学部　 教授　 作野 広和

島根大学教職大学院　   　 特任教授　 　 藤原　 建
元鳥取県米子児童相談所　 所長　       山澤　 重美
元島根大学教職大学院  　 特任教授　 　 岡崎　  茂
島根大学教育学部        特任教授　 　 宇城　  明

( 9052) ( 9053)

予防・ 開発的生徒指導　 聴く こ と から はじ める 人間関係づ
く り

ＵＤ Ｌ に基づく 小学校算数科の指導

前半は、 いじ め、 発達、 虐待など の問題を 抱えた子ど
も たちの理解と 対応について事例を 用いながら ポイ ン
ト を 整理し ていき ま す。 後半は， そう し た子ど も たち
も 含めて， すべての児童生徒に対し てよ り よ い支援が
でき る よ う ， かかわり 方についてワ ーク やロ ールプレ
イ ン グ を 体験し ていた だき 学びを 深めていき たいと 思
いま す。

学校現場で、 近年UDL（ Uni ver sal  Des i gn f or
Lear ni ng） に基づく 指導が注目さ れていま す。 UDL
は、 脳科学、 自己調整学習など さ ま ざ ま な学習理論に
基づいており 、 すべての学習者のために提唱さ れてい
ま す。 特に、 算数の内容は体系的に学ぶ側面が強いこ
と から 、 定着が不十分な場合、 後の学習に支障を き た
すこ と が多々あり ま すが、 発想や視点を 変える こ と
で、 驚く ほど 容易に乗り 越えら れる こ と も あ り ま す。
本研修では、 算数科の学習内容を について、 UDLに基
づく 具体的な指導方法や支援と その準備の仕方を 考え
ま す。

8月25日（ 月）  〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月6日（ 水） 〈 午後( 3時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） （ 対象校種外の方でも 受講可能です。 ） 　 算数科
（ 対象教科外の方でも 受講可能です。 ） 　 教員

女子美術大学芸術学部　 特任准教授　 高橋　 智子 島根大学教職大学院　 教授　 御園　 真史
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島大連携

研修番号 研修番号

目的 目的
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研修番号 研修番号

目的 目的
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講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

( 9055) ( 9056)

支援につなげる ための不登校理解
～早期支援に焦点を あてて～

英語授業における 様々な学び方と 支援の在り 方

本研修では、 不登校児童生徒の支援を 行う にあたっ て
欠かすこ と ができ ない、 不登校理解の方法について学
びま す。 具体的には、 欠席行動が生起し 維持さ れる メ
カ ニズム 、 アセス メ ン ト のポイ ン ト について理解を 深
める こ と を 目指し ま す。 アセス メ ン ト については、 不
登校状態が長期化する と 支援が難し く なる 場合が多い
こ と を ふま え、 特に早期支援に焦点を あ てて学んでい
き ま す。

社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小中高を 通し て
言語活動の充実・ 発信力向上が重視さ れていま す。 母
語ではない言語を 学ぶこ と に、 他の教科にはない「 楽
し さ 」 を 感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を 抱える 子ど
も も いま す。 授業の中で、 子ど も たちの困難さ を ど の
よ う に見取り 、 ど のよ う な工夫を 加えていけばよ いで
し ょ う か。 その背景や事例を 紹介し ながら 、 皆さ んと
一緒に考えていき たいと 思いま す。

8月6日（ 水） 〈 午前( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月22日（ 金） 〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 対象
校種外の方でも 受講可能です。 ） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校
外国語科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門
的な内容も 含みま す。 ） 教員
※【 9045】 「 英語学習における 学びの多様性と 、 授業
での工夫を 考える （ 理論編） 」 を 受講さ れた方

東京学芸大学教育学部　 講師　 江角　 周子 島根大学教職大学院　 特任教授　 大谷 みど り

( 9057) ( 9058)

自立活動と 個別の指導計画の基礎・ 基本
子ど も の主体的な学びを実現する 道徳科の授業づく り （ 小

学校向け）

特別な教育的ニーズのある 幼児児童生徒が増加し てお
り 、 特別支援教育に関する 専門性が求めら れている 。
特別支援教育を 実践する ためには、 自立活動や個別の
指導計画に関する 基礎的、 基本的な知識を 習得する 必
要があ る 。 そのため、 自立活動の意義や指導の基本、
個別の指導計画の作成の手続き について講義を する と
と も に、 自立活動の区分に即し た実態把握等も 行う 予
定であ る 。

本研修では、 近年の道徳教育の政策動向を 踏ま え、 こ
れから の道徳教育の在り 方について、 講義と 演習を 通
じ て理解を 深める 。 具体的には、 ①「 特別の教科　 道
徳」 が目指す授業づく り のポイ ン ト について概説し た
上で、 ②実際に、 読み物教材を 用いてグループワ ーク
等を 行いま す。

7月28日（ 月） 〈 午前( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

12月2日（ 火） 〈 午後( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校 ( 対象
校種外の方でも 受講可能ですが、 専門的な内容も 含み
ま す。 ) 　 教員

島根大学教育学部　 教授　 藤川　 雅人 島根大学教育学部　 准教授　 塩津　 英樹

( 9059) ( 9060)

国語科における 文学的文章の「 読みの交流」 について考え
る

教師の多様性を活かすための学校の変革と リ ーダーの役割
【 現職教員研修と 共同開講】

国語科において、 文学的文章における 「 読みの交流」
は長ら く 行われてき た 学習方法です。
こ の講習では、 改めて 文学的文章で「 読みの交流」 を
行う こ と の意義について考えた上で、 I CTなど も 活用
し た交流の仕方について検討し ていき ま す。

現在の社会は、 VUCA（ Vol at i l i t y： 変動性、
Uncer t ai nt y： 不確実性、 Compl exi t y： 複雑性、
Ambi gui t y： 曖昧性） な 社会と その特徴が表現さ れる
こ と があり ま す。 そう し た社会において「 多様性を 活
かす」 こ と を キーワ ード に、 学校を ど のよ う に変革し
ていく か、 組織論の知見を 基に考えていき ま す。

8月18日（ 月） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

8月4日（ 月） 〈 午後( 3. 5時間) 〉 zoom

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校
国語科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的
な内容も 含みま す。 ） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教職員

島根大学教育学部　 准教授　 冨安　 慎吾 大分大学教職大学院　 准教授　 熊丸 真太郎
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研修番号 研修番号

目的 目的
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講師 講師

( 9061) ( 9062)

「 教育×テク ノ ロ ジー」 で培う 「 自ら 学ぶ力」 ～自己調整
学習を促進する ために～【 現職教員研修と 共同開講】

障がいのある お子さ んを養育さ れている 保護者の「 語り 」
から の学び（ 反復開講）

教育において自ら 学ぶ力を 育成する ニーズが高ま っ て
いる 。 学習指導要領において「 主体的・ 対話的で深い
学び」 、 中央教育審議会答申において「 個別最適な学
び」 など と 表現さ れて いる こ れら の学びは、 おおむね
I CTを 活用し た自己調整学習に該当し ている と 考えら
れる 。 本研修では、 AI を 含むデジタ ルテク ノ ロ ジによ
る 自己調整学習の促進・ 支援の方法についてグループ
ワ ーク を 通じ て学んでいく 。

　 園や学校において、 保護者と 連携し て子ど も を 育て
ていく こ と は重要かつ不可欠であ る こ と は誰も が理解
し ていま す。 し かし 、 実際の「 連携」 は容易ではな
く 、 「 〇〇すればいい」 と いっ た正解がある わけでも
あり ま せん。
　 そこ で本講習では、 特別な支援を 必要と する お子さ
んを 育てる あ る 一人の保護者を 招き 、 子育てのこ れま
でと 今、 そし て未来を 語っ ていただく こ と を 通し て、
園や学校での関わり を 吟味、 考察し ま す。 その上で、
園や学校と すれば、 何を 大切にし 、 ど んなこ と を 、 ど
のよ う に行えばよ いのかについて検討し ま す。

10月24日（ 金） 〈 午前( 3. 5時間) 〉 zoom
8月5日（ 火） 〈 午後( 3時間) 〉
鳥取県教育セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

東京都立大学大学教育セン タ ー　 教授　 松田　 岳士 島根大学教職大学院　 特任教授　 　 原　 広治

( 9063) ( 9064)

障がいのある お子さ んを養育さ れている 保護者の「 語り 」
から の学び

こ れから の幼児教育に必要なこ と がら

　 園や学校において、 保護者と 連携し て子ど も を 育て
ていく こ と は重要かつ不可欠である こ と は誰も が理解
し ていま す。 し かし 、 実際の「 連携」 は容易ではな
く 、 「 〇〇すればいい」 と いっ た正解がある わけでも
あ り ま せん。
　 そこ で本講習では、 特別な支援を 必要と する お子さ
んを 育てる あ る 一人の保護者を 招き 、 子育てのこ れま
でと 今、 そし て未来を 語っ ていただく こ と を 通し て、
園や学校での関わり を 吟味、 考察し ま す。 その上で、
園や学校と すれば、 何を 大切にし 、 ど んなこ と を 、 ど
のよ う に行えばよ いのかについて検討し ま す。

幼保小接続、 幼児期の探究、 学びの見取り 、 非認知能
力、 幼児期のI CT教育な ど 、 附属学校園での教育実践
を 基にこ れから の幼児教育に必要なこ と がら について
取り 上げ、 今後の幼児教育を めぐ る 課題と 展望につい
て考察する 。

10月9日（ 木） 〈 午後( 3時間) 〉
山陰教員研修セン タ ー

8月25日（ 月） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修セン タ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

幼稚園、 保育園、 小学校
教員、 保育士

島根大学教職大学院　 特任教授　 　 原　 広治
島根大学教育学部附属幼稚園　 副園長　 太田　  泉
島根大学教育学部　 　 　 　 　 特任教授  川上　 洋子
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研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場
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研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

〈 第1回〉 10月2日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 1月29日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

〈 第1回〉 7月上旬～中旬〈 午後〉 オン ラ イ ン
    ※第１ 回の研修日については４ 月以降に確定
〈 第2回〉 12月9日（ 月） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校
教員　 １ 日のみの受講も 可

高等学校　 教員

〈 第1回〉 埼玉県義務教育指導課　 指導主事
〈 第2回〉 文部科学省初等中等教育局教科書課デジタ
　 　 　 　  ル教科書企画係

0

9508( 95081000/95082000) 9515( 95151000/95152000)

小学校外国語専科指導教員によ る
魅力ある 授業づく り 研修会

高等学校数学科・ 数学的活動の充実を 目指す授業づく り
研修会

専科指導教員が互いに日々の授業実践を 共有し 、 それ
ぞれが抱える 悩みや課題を 受講者同士で解決策を 見出
し ながら 、 国や県の動向を おさ えた授業改善を 図り 、
自信を も っ て授業に臨むこ と を 目指す。
【 研修内容】
〈 第1回〉 講義演習
 「 小学校外国語教育の現状と 課題」
〈 第2回〉 講義演習
 「 小学校外国語活動・ 外国語の授業における I CTの効
   果的な活用」

　 現行学習指導要領において、 数学科での数学的活動
の一層の充実が大き な柱の１ つになっ ていま す。 大学
入学共通テス ト 等においても 、 数学的活動に焦点化し
た問題が出題さ れていま す。 日々の高等学校数学科に
おける 授業の中で、 ど のよ う に数学的活動を 充実さ せ
ていく べき かについて検討する こ と が目的です。
　 本研修では、 所属校における 数学的活動を 取り 入れ
た授業実践について共有・ 協議を し ていただき 、 具体
的な授業づく り について考えていただき ま す。 実際に
受講者の中から 実践授業を 公開し ていただき 、 研究協
議も 行いま す。
【 研修内容】
〈 第1回〉
・ 講義「 数学的活動の充実し た授業づく り 」
・ 協議・ 演習「 授業実践に向けた計画・ 検討」
〈 第2回〉 発表・ 協議「 授業実践報告と 研究協議」

〈 第1回〉 9月26日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 11月7日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

〈 第1回〉 10月10日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 1月30日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） 教員　 １ 日のみの受講も 可

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校　  教員
１ 日のみの受講も 可

0 0

9513( 95131000/95132000) 9514( 95141000/95142000)

図工・ 美術授業力向上研修会
外国語教育における 小・ 中・ 高等学校の接続を 重視し た授

業力向上研修会

　 図工・ 美術の授業について、 日々の悩みを 語り 合っ
たり 情報交換し たり し ながら 、 よ り よ い図工・ 美術の
授業を 創る こ と を 目的と し て実施し ま す。 図工・ 美術
教育を 担う 受講者同士、 授業創造力を 高め合いま す。
と も に学ぶ仲間を つく る こ と も 大事な目的の１ つと 考
えていま す。
【 研修内容】
〈 第1回〉 各校における 図工・ 美術科授業の現状と 授
業改善について
〈 第2回〉 観点別評価の工夫について

　 学習指導要領では小学校、 中学校、 高等学校の接続
に留意し ながら 、 学びの連続性を 意識し た指導の充実
が求めら れていま す。
　 本研修では、 各校種における 外国語活動や外国語科
の内容、 指導等の実態を 把握する こ と によ り 、 小学校
から 中学校、 中学校から 高等学校への円滑な接続を 図
る こ と で、 共通の目標である 「 言語活動を 通し て外国
語によ る コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図る 資質・ 能力を 育成
する こ と 」 を 目指し ま す。 受講者によ る 協議を 中心と
し た研修を 通し て、 外国語活動・ 外国語科における 授
業構想力を 育成し ま す。
【 研修内容】
〈 第1回〉 協議： 各校種における 授業の現状と 言語活
動の充実
〈 第2回〉 協議： 授業における I CTの活用と 観点別評価
の工夫

9月25日（ 木） 〈 午後 15: 30～16: 30〉 オン ラ イ ン 10月2日（ 木） 〈 午後 15: 30～16: 30〉 オン ラ イ ン

小学校　 初めて音楽専科（ 音楽主任） になっ た方や、
初めて音楽の授業を 担当する 方、 原則と し て本採用３
年以内の教員

中学校　 初めて音楽の授業を 担当する 方や、 原則と し
て本採用５ 年以内の教員が対象

0 0

9511( 0000) 9512( 0000)

｢楽し い授業づく り ｣音楽科研修会Ⅲ（ 小学校） ｢楽し い授業づく り ｣音楽科研修会Ⅲ（ 中学校）

　 初めて音楽専科（ 音楽主任） になっ た方や、 初めて
音楽の授業を 担当する 方、 原則と し て本採用３ 年以内
の教員が対象です。 本研修では、 授業等音楽に係る こ
と に関し て、 悩みを 語り 合っ たり 、 情報を 交換し 合っ
たり し ながら 、 演習を 通し てよ り よ い音楽の授業を 創
る こ と を 目的と し て実施し ま す。
【 研修内容】
・ 授業改善等について （ 音楽会等への取組も 含む）

　 初めて音楽の授業を 担当する 方や、 原則と し て本採
用５ 年以内の教員が対象です。 本研修では、 授業等音
楽に係る こ と に関し て、 悩みを 語り 合っ たり 、 情報を
交換し 合っ たり し ながら 、 よ り よ い音楽の授業を 創る
こ と を 目的と し て実施し ま す。
【 研修内容】
・ 授業改善等について（ 音楽会等への取組も 含む）
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目的 目的

期日会場 期日会場
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講師 講師

〈 第1回〉 5月28日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 7月25日（ 金） 〈 午前〉 オン ラ イ ン
〈 第3回〉 8月19日（ 火） 〈 午前〉 オン ラ イ ン

〈 第1回〉 6月16日( 月) ～8月29日( 金) オン デマン ド
〈 第2回〉 11月21日( 金) ～1月9日( 金) オン デマン ド

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　  教職員　 １ 日のみの受講も 可

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教職員　 １ 日のみの受講可

〈 第1回〉 川口短期大学　 こ ど も 学科　 専任講師　 一色　 翼
〈 第2回〉 和歌山大学　 教育学部　 教授　 米澤　 好史
〈 第3回〉 帝京平成大学　 人文社会学部　 講師　 村山　 大樹

〈 第1回〉 東京家政大学　 人文学部　 教授　 杉山雅宏
〈 第2回〉 奥山子ど も ク リ ニッ ク 　 理事長兼院長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  奥山　 力

9510( 95101000/95102000/95103000) 9519( 95191000/95192000)

みんなで考える 　 生徒指導・ 教育相談 教育相談カウ ンセリ ング研修会

総合的な生徒指導・ 教育相談の力量を 高める と と も
に、 生徒指導・ 教育相談体制の在り 方について学ぶ。
【 研修内容】
〈 第１ 回〉 教師と 保護者の「 心理的安全性」 を 高める
　 　 　 　 　 ～保護者会でのチーム づく り ～
〈 第２ 回〉 愛着障害の理解と 支援
〈 第３ 回〉 不登校経験者が考える 不登校支援のポイ ン
　 　 　 　 　 ト

児童生徒・ 保護者が抱える 様々な課題について理解を
深め、 関わり 方について学び、 教育相談に関する 知
識・ 対応力を 高めま す。
【 研修内容】
〈 第１ 回〉 児童生徒・ 保護者相談対応・ カウ ン セリ ン
　 　 　 　 　 グ に関する こ と （ 仮）
〈 第２ 回〉 子供の発達理解（ 仮）

〈 第1回〉 7月11日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 10月9日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

〈 第1回〉 7月7日（ 月） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 10月31日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 　 教員
小学校、 義務教育学校（ 前期課程） の受講も 可
１ 日のみの受講可

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員
情報科以外の教科及び小・ 中・ 義務教育学校から の受
講も 可　 １ 日のみの受講可

0
〈 第1回〉 独立行政法人大学入試センタ ー試験問題調査官
〈 第2回〉 埼玉県立高等学校教諭

9518( 95181000/95182000) 9506( 95061000/95062000)

中学校技術・ 家庭科( 家庭分野) 授業力向上研修会 高等学校情報科　 進学指導を意識し た授業づく り

校内で家庭科を 担当し ている 方が少ないこ と も あり 、
普段なかなか教科についての意見を 交わす機会があ り
ま せん。 オン ラ イ ン だから こ そ可能な情報交換（ 実習
見本やワ ーク シート 、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用方法、 実習室の様
子など ） を し 、 日々の悩みや疑問に感じ ている こ と を
語り 合いながら 、 よ り よ い家庭科の授業を 創る こ と を
目的と し て実施し ま す。
【 研修内容】
〈 第１ 回〉 講義・ 協議
　 各校における 家庭科授業の現状と 授業改善について
　 ・ 内容A「 家族・ 家庭生活」 　 ・ 内容B「 衣食住の生
    活」 （ 食生活） 　 ・ 生活の課題と 実践
〈 第２ 回〉 講義・ 協議
　 各校における 家庭科授業の現状と 授業改善について
　 ・ 内容B「 衣食住の生活」 （ 衣生活、 住生活）
　 ・ 内容C「 消費生活・ 環境」 ・ 生活の課題と 実践

令和７ 年度大学入学共通テス ト 「 情報Ⅰ」 の実施にあ
たり 、 外部講師から 最新の情報を 得る こ と で、 各校で
の進学指導に役立てる 機会と し ま す。 ま た、 進学指導
を 意識し た授業づく り の実践事例の共有や協議を 通し
て、 授業構想力を 育成し ま す。

【 研修内容】 （ 予定）
〈 第１ 回〉 講義
　 　 大学共通テス ト ( 情報Ⅰ) の解説、 協議( 情報共有)
〈 第２ 回〉 実践事例紹介、 協議( 情報共有)

〈 第1回〉 9月26日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 10月22日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

〈 第1回〉 7月10日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 10月10日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） 　  教員　 １ 日のみの受講も 可

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 　 教員
中学校、 義務教育学校（ 後期課程） も 受講可
１ 日のみの受講も 可

0 0

9516( 95161000/95162000) 9517( 95171000/95172000)

Ｔ Ｅ Ｃ Ｈ 　 Ｃ ａ ｆ ｅ ～中学校技術・ 家庭科( 技術分野) 授業
力向上研修会～

小学校家庭科授業力向上研修会

技術分野の担当教員は、 1校に1名も し く は複数校で1
名と いう こ と も あり 、 普段なかなか教科についての意
見交換の機会があり ま せん。
本研修では、 オン ラ イ ン の気軽さ で、 ま る で同僚の先
生と カ フ ェ で話を する よ う に、 県内の技術科教員同士
がつながり 、 活発な意見交換を 行う こ と を 目的と し て
実施し ま す。 授業の準備や生徒と の関わり 方など 、
日々の指導で抱える 悩みや、 よ り 良い授業づく り に向
けたヒ ン ト を 共有し ま し ょ う 。
【 研修内容】 （ 予定）
・ 第１ 日： 授業改善等について
・ 第２ 日： 授業改善等について

校内で家庭科を 担当し ている 方が少ないこ と も あり 、
普段なかなか教科についての意見を 交わす機会があり
ま せん。 オン ラ イ ン だから こ そ可能な情報交換（ 実習
見本やワ ーク シート 、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用方法、 実習室の様
子など ） を し 、 日々の悩みや疑問に感じ ている こ と を
語り 合いながら 、 よ り よ い家庭科の授業を 創る こ と を
目的と し て実施し ま す。
【 研修内容】
〈 第１ 回〉 講義・ 協議
　 各校における 家庭科授業の現状と 授業改善について
　 ・ 内容A「 家族・ 家庭生活」 　 ・ 内容B「 衣食住の生
    活」 （ 食生活） 　 ・ 生活の課題と 実践
〈 第２ 回〉 講義・ 協議
　 各校における 家庭科授業の現状と 授業改善について
　 ・ 内容B「 衣食住の生活」 （ 衣生活、 住生活）
　 ・ 内容C「 消費生活・ 環境」 ・ 生活の課題と 実践

55



埼玉連携

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師0 0

0 0

〈 第1回〉 6月24日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 9月26日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 管理職　 １ 日のみの受講可

〈 第1回〉 弁護士
〈 第2回〉 学校管理職

0

9500( 95001000/95002000)

管理職・ 学校の危機管理研修会

学校は、 管理職のリ ーダーシッ プの下、 児童生徒や教
職員の生命や心身等の安全を 確保する こ と が重要で
す。
　 本研修では、 学校が備える べき 「 危機管理」 につい
て専門家から 学びリ ス ク セン ス を 高めていき ま す。
１ 日目は、 教育裁判例等を 参考にリ ス ク セン ス を 高
め、 組織的な体制の構築など 、 事故やト ラ ブルの未然
防止について学びま す。
２ 日目は、 子供たちが毎日使用し ている 学校設備の安
全管理について、 その管理方法や管理上の着眼点を 学
びま す。
【 研修内容】
〈 第1回〉 講義
　 学校事故・ いじ めの対応等に係る 最近の動向等につ
　 いて
〈 ２ 日目〉 講義
　 学校安全に向けた設備管理について（ 仮）
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鳥取連携

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

7月28日( 月) 〈 午後〉 所属校（ オンラ イ ン） 8月4日( 月) 〈 午後〉 福祉人材研修セン タ ー

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員
小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学
校（ 小学部） 教員

ド ルト ン東京学園中等部・ 高等部
　 教諭　 沖　 奈保子

国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー
   教育課程調査官　 笠井　 健一

8005( 8005) 8006( 8006)

【 高等学校国語】 こ う 変わる ！学習指導要領を踏ま えた国
語科の授業～言語文化のバト ンを つなぐ ～

【 小学校算数】 学力向上研修～全国学力・ 学習状況調査を
活用し た授業づく り ～

［ 講義・ 演習］
学習指導要領を 踏ま えた国語科の授業づく り ～探
究をベース にし た古典の実践事例を と おし て～

[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義・ 演習]
算数科における 主体的・ 対話的で深い学びの視点
から の授業改善～全国学力・ 学習状況調査の分析
から ～

期日未定　 中部会場 10月20日( 月) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
校（ 中学部） 　 教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
校（ 中学部） 　 教員

未定 福井大学　 准教授　 萩中　 菜穂美

8003( 8003) 8004( 8004)

【 中学校国語】 学力向上研修～全国学力・ 学習状況調査及
び鳥取県の高校入試の問題から 授業改善の方向性を 紐解く

～

【 中学校国語（ 授業づく り ・ 定期考査） 】 めざす資質・ 能
力を育む国語科の授業づく り ～定期考査を 切り 口と し て～

[ 講義・ 演習]
「 今、 求めら れる 資質・ 能力」 を子ど も たちが身
に付ける ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況
調査の結果を生かし て～

[ 講義・ 演習]
鳥取県の高校入試問題を活用し た授業づく り

[講義・ 演習］
めざす資質・ 能力を 育成する 授業づく り ～『 走れ
メ ロ ス 』 の授業を捉え直す～

[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

11月21日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館 8月4日( 月) 〈 午後〉 福祉人材研修セン タ ー

幼稚園長・ 保育所（ 園） 長・ 認定こ ど も 園長・ 副
園（ 所） 長を対象と する が、 園経営にかかわる 部
長等の受講も 可能と する 。

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学
校（ 小学部） 教員

全国幼児教育研究協会　 顧問　 岡上　 直子 大妻女子大学　 教授　 樺山　 敏郎

8001( 8001) 8002( 8002)

【 幼児教育　 園経営研修】 学校評価・ 園評価を教育の質向
上につなげる ために～園・ 家庭・ 地域の連携によ る 園づく

り をめざし て～

【 小学校国語】 学力向上研修～全国学力・ 学習状況調査を
活用し た授業づく り ～

[ 講義・ 演習]
園・ 家庭・ 地域の連携によ る 園づく り に向けた学
校評価・ 園評価の在り 方と は

[ 講義・ 演習]
自園の学校評価・ 園評価の実効性を 高める ための
具体的方策

[講義・ 演習]
育成を目指す資質・ 能力を子ど も たちが身に付け
る ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況調査問
題の活用をと おし て～
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鳥取連携

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8007( 8007) 8008( 8008)

【 中学校数学】 学力向上研修
～全国学力・ 学習状況調査及び鳥取県の高校入試の問題か

ら 授業改善の方向性を紐解く ～

【 中学校数学（ 授業づく り ・ 定期考査） 】 めざす資質・ 能
力を育む数学科の授業づく り ～定期考査を 切り 口と し て～

[ 講義・ 演習]
「 今、 求めら れる 資質・ 能力」 を子ど も たちが身
に付ける ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況
調査の結果を生かし て～

[ 講義・ 演習]
鳥取県の高校入試問題を活用し た授業づく り

［ 講義・ 演習］
学習指導要領における 育成すべき 資質・ 能力につ
いて～活用を意識し た作問のあり 方～
［ 演習］
自作問題を用いた改善策の検討
［ リ フ レ ク ショ ン］
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

期日未定　 中部会場 7月7日( 月) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
校（ 中学部） 　 教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
校（ 中学部） 　 教員

未定
国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー
学力調査官（ 併） 教育課程調査官
　 島尾　 裕介

8009( 8009) 8010( 8010)

【 高等学校数学】 数学科における 探究的な学び～チャ イ ム
が鳴っ た後にも 余韻が残る 授業へ～

【 小学校理科】 子ど も に理科の楽し さ を伝える 授業づく り
～小学校理科で求めら れる 資質・ 能力の育成～

[ 講義・ 演習]
生徒を主語にし た授業デザイ ン

[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

［ 講義・ 演習］
子ども に理科の楽し さ を伝える 授業づく り ～小学
校理科で求めら れる 資質・ 能力の育成～

[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

9月30日( 火) 〈 午後〉 所属校（ オンラ イ ン） 9月9日( 火) 〈 午後〉 伯耆し あわせの郷

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員
小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学
校（ 小学部） 教員

東京学芸大学　 教授　 西村　 圭一 福島大学　 准教授　 鳴川　 哲也

8011( 8011) 8012( 8012)

【 小学校生活】 児童理解をも と に考える 信頼性を高める 学
習評価～気付き がつながり 、 質的に高ま る 学びの姿を捉え

る ために～

【 中・ 高等学校音楽】 音楽の聴き 方を 深化さ せる 鑑賞の指
導と 評価～音楽の役割や価値について思考し ながら よ さ や

美し さ を 味わう 鑑賞の学習を めざし て～

[ 講義・ 協議]
具体的な児童の姿を想定し た学習評価と は
[ 講義・ 演習]
資質・ 能力の育成状況の適切な把握と 指導の改善
について
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話で学びを整理する ～今日の学びを明日への実
践につなげる ために～

[講義・ 演習]
音楽の聴き 方を深化さ せる 鑑賞の指導と 評価

[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

 10月16日( 木) 〈 午後〉 オン ラ イ ン  6月20日( 金) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学
校（ 小学部） 教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、
特別支援学校（ 中学部・ 高等部） 　 教員

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー教育課
程調査官　 齋藤　 博伸

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
文化庁参事官( 芸術文化担当) 付教科調査官　 国立
教育政策研究所教育課程研究センタ ー教育課程調
査官　 河合　 紳和
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鳥取連携

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8013( 8013) 8014( 80140001/80140002/80140003/80140004)

【 小学校図画工作】 美術館で子ど も たちの学びのたねを見
つけよ う ！～教室でみる こ と ・ つく る こ と 、 美術館で本物

に出合う こ と の楽し さ って何だろう ～

【 小・ 中・ 高・ 特別支援学校体育】 水泳が苦手な児童生徒
への効果的な指導方法～安心・ 安全な水泳学習の実施に向

けて～

[ 講義・ 演習]
美術館で子ども たちの学びのたねを 見つけよ う ！

[ リ フレ ク ショ ン]
感じ たこ と 、 考えたこ と 、 生かし たいこ と

[講義・ 演習]
（ １ ） 水中で脱力する ための効果的な指導方法に
      ついて
（ ２ ） 水中に顔をつける こ と に不安のある 児童生
      徒への効果的な指導方法について
（ ３ ） 水中で息を吐いたり 、 浮いて呼吸をし たり
      する 方法を習得する ための指導方法につい
      て
（ ４ ） 「 伏し 浮き 」 及び「 け伸び」 の正し い姿勢
      を 習得する ための指導方法について
（ ５ ） 水泳学習における 安全対策について

 8月19日( 火) 〈 午後〉 鳥取県立美術館

①6月23日（ 月） 〈 午前〉 県営鳥取屋内プール
②6月23日（ 月） 〈 午後〉 県営鳥取屋内プール
③6月30日（ 月） 〈 午前〉 県営東山水泳場
④6月30日（ 月） 〈 午後〉 県営東山水泳場

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学
校（ 小学部） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別
支援学校　   教員

鳥取県立美術館専門員 日本ス ポーツ 協会公認水泳コ ーチ

8015( 80150000) 8016( 80160000)

【 小・ 中学校家庭】 子ど も が主役の授業へ！問題解決的な
学習の質向上をめざし て～「 消費生活・ 環境」 の内容を中

心に学びを深める ～

【 高等学校情報Ⅰ・ 情報Ⅱ】 主体的・ 対話的で深い学びを
実現する 「 情報」 の授業づく り

[ 講義・ 協議]
内容「 C消費生活・ 環境」 における 問題解決的な
学習と は
[ 講義・ 演習]
授業実践事例を と おし て考える 、 子ど も が主役の
授業づく り
[ リ フレ ク ショ ン]
対話で学びを整理する ～今日の学びを明日への実
践につなげる ために～

[講義]
「 情報」 で生徒に身に付けさ せたい資質・ 能力

[演習・ 協議]
新たな価値を創造する 「 情報」 の授業づく り

 9月2日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン  6月16日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
（ 小学部・ 中学部） 　 教員

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー教育課
程調査官　 熊谷　 有紀子

静岡大学　 准教授　 遠山　 紗矢香

8017( 80170000) 8018( 80180000)

【 小学校外国語活動・ 外国語】 こ れから の小学校外国語教
育～評価の充実と 授業改善のヒ ント ～

【 中学校英語（ 授業づく り ・ 定期考査） 】 めざす資質・ 能
力を育む英語科の授業づく り ～定期考査を 切り 口と し て～

[ 講義・ 演習]
こ れから の小学校外国語教育～評価の充実と 授業
改善のヒ ント ～
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義・ 演習]
学習指導要領における 育成すべき 資質・ 能力と 評
価の３ 観点の関連
自作問題の改善をと おし たこ れから の授業づく り
[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

 6月20日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館  11月11日( 火) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学
校（ 小学部） 　 教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
校（ 後期課程） 　 教員

文部科学省初等中等教育局教育課程課外国語教育
推進室教科調査官　 国立教育政策研究所教育課程
研究センタ ー教育課程調査官　 早川　 優子

島根大学　 准教授　 猫田　 英伸
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鳥取連携

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8019( 80190000) 8020( 80200000)

【 高等学校農業】 農業で鳥取の未来を 拓く ！～探究的な学
びで生徒が主役に～

【 小・ 中学校道徳①】 「 深い学び」 を 実現する 道徳科の授
業づく り ～子ど も が考えたく なる 指導と 展開～

[ 実践紹介]
プロ ジェ ク ト 学習の進め方
[ 協議]
農業科での探究をど のよ う に進める か
[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義・ 演習]
「 主体的・ 対話的で深い学び」 を実現する 授業を
めざし て～子ど も が考えたく なる 指導と 展開の工
夫～

[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

7月25日( 金) 〈 午後〉 倉吉農業高等学校 12月2日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン

高等学校　 教員
小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
（ 小学部・ 中学部） 教員

宮城県農業高等学校　 教諭　 山根　 正博 畿央大学　 教授　 島　 恒生

8021( 80210000) 8022( 80220000)

【 小・ 中学校道徳②】 学校における 道徳教育と 道徳科の授
業づく り

【 特別活動・ 学級経営・ ホームルーム 経営】 児童生徒の自
律的な行動や自治的な活動につながる 学級・ ホームルーム

経営の必要性

[ 講義]
学校における 道徳教育と 道徳科の授業づく り

[講義・ 演習]
児童生徒の自律的な行動や自治的な活動につなが
る 学級・ ホームルーム経営の必要性

[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

６ 月下旬～１ 月末　 オンデマンド 8月5日( 火) 〈 午後〉 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
（ 小学部・ 中学部） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー教育課
程調査官　 堀田　 竜次

愛媛大学　 教授　 白松　 賢

8023( 80230000) 8024( 80240000)

【 全教科／マネジメ ント 】 令和7年度と っと り 学力・ 学習
状況調査を活用し た学校マネジメ ント 研修会

【 全教科／対話によ る 深い学び】 体感！アート と の出合
い、 アーティ ス ト と の出会いから 広がる 世界

[ 講義]
と っと り 学力・ 学習状況調査を学校経営にど う 生
かすか

[講義・ 演習]
アート と 出合う 、 アーティ ス ト と 出会う ～対話を
と おし て広がる 世界～

[リ フ レ ク ショ ン]
感じ たこ と 、 考えたこ と 、 広がったこ と

期日未定　 中部会場 10月17日( 金) 〈 午後〉 鳥取県立美術館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

文部科学省大臣官房人事課　 人事企画官（ 併） 副
長　 大江　 耕太郎

武蔵野美術大学　 特任准教授　 小松　 宏誠
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研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8025( 80250000) 8026( 80260000)

【 先輩に学ぶ（ リ ス キリ ング） 】 教師と し ての生き 方に学
ぶ

【 探究的な学び】 探究的な学びの実現に向けた協働・ 共創
プロ ジェ ク ト ①

[ 講義]
教師と し ての生き 方に学ぶ
[ 講義・ 演習]
今後へ向けて～対話を と おし て～
[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義・ 協議]
今だから こ そ再発見！本音で探究ト ーク

6月27日( 金) 〈 午後〉 中部会場 6月27日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員　 ※全４ 回を受講する こ と が望ま し いが、 希
望する 回のみの受講も 可。

瀬戸SOLAN学園初等部　 副校長　 三宅　 貴久子
東京学芸大学
　 教授　 西村　 圭一　 准教授　 藤村　 祐子

8027( 80270000) 8028( 80280000)

【 探究的な学び】 探究的な学びの実現に向けた協働・ 共創
プロ ジェ ク ト ②

【 探究的な学び】 探究的な学びの実現に向けた協働・ 共創
プロ ジェ ク ト ③

[ 講義・ 報告・ 協議]
実践発表あり ！学校文化に根付く 総探！

[講義・ 報告・ 協議]
実践発表あり ！問いたい問いを 問う 教科における
探究的な学び

8月26日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン 10月23日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員　 ※全４ 回を受講する こ と が望ま し いが、 希
望する 回のみの受講も 可。

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員　 ※全４ 回を受講する こ と が望ま し いが、 希
望する 回のみの受講も 可。

東京学芸大学
　 教授　 西村　 圭一　 准教授　 藤村　 祐子

東京学芸大学
　 教授　 西村　 圭一　 准教授　 藤村　 祐子

8029( 80290000) 8030( 80300000)

【 探究的な学び】 探究的な学びの実現に向けた協働・ 共創
プロ ジェ ク ト ④

【 PBLによ る 探究的な学び】 鳥取県版PBLによ る 探究的な学
びの進め方（ 実践編）

[ 講義・ 協議]
一歩先を 目指す！学校教育における 探究の実装
化！？

今後起こ り 得る 課題を自ら 発見し 、 課題解決する
過程を通し て、 今後、 児童生徒が求めら れる 資
質・ 能力の育成を目指し たPBLによ る 探究的な学
び（ 単元設計、 授業設計） を 実践する 。

1月29日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン
①7月4日（ 金）  〈 午後〉 オンラ イ ン
②8月19日（ 火） 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー
③1月23日（ 金） 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員　 ※全４ 回を受講する こ と が望ま し いが、 希
望する 回のみの受講も 可。

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

東京学芸大学
　 教授　 西村　 圭一　 准教授　 藤村　 祐子

札幌国際大学　 教授　 岩﨑　 有朋
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研修番号 研修番号

目的 目的
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対象 対象

講師 講師
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目的 目的
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講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8031( 80310000) 8032( 80320000)

【 Googl e Workspaceス キル（ 基礎編） 】 今から でも 遅く な
い！「 基本のき 」 から 始める Googl e Wokspace f or

Edcuat i on

【 Googl e Workspaceス キル（ 応用編） 】 Googl e Workspace
を結びつけた授業や校務の実践に向けて

[ 講義・ 演習]
Googl e Workspace f or  Educat i onの概要（ ク ラ ウ
ド 活用、 共有等） について

主要なアプリ ( Googl eド ラ イ ブ、 Cl assroom、
フォ ーム等） の「 基本のき 」 操作方法について

［ 講義・ 演習］
Googl e Workspaceの各アプリ を 活用でき る 場面を
考える 。

［ 演習］
アプリ 活用のゴール実現のためのチャ レ ンジシー
ト の作成

8月22日( 金) 〈 午後〉 中部会場 9月4日( 木) 〈 午後〉 西部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

Googl e f or  Edcuat i on講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

Googl e f or  Edcuat i on講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

8033( 80330000) 8034( 80340000)

【 Googl e Workspaceス キル（ 発展編） 】 Googl e Wor kspace
を活用し た実践的授業づく り

【 学習者主体のこ れから の学び①】 学習者主体の学びをデ
ザイ ンする ～情報活用能力ベーシッ ク で実現する 主体的な

学び～

[ 講義]
Googl e Workspaceを活用し た全国の活用事例の紹
介

[ 協議・ 演習]
実践事例を基にし たミ ニ授業案の作成

[講義・ 演習]
学習者主体の学びと 情報活用能力

[協議・ 演習]
情報活用能力を育む学習者主体の授業デザイ ン

10月24日( 金) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー 7月7日( 月) 〈 午後〉 オン ラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

Googl e f or  Edcuat i on講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

放送大学　 准教授　 小林　 祐紀

8035( 80350000) 8036( 80360000)

【 学習者主体のこ れから の学び②】 情報活用能力を 育む授
業づく り ～学習者主体の学びに必要な教師の役割と は～

【 Googl e Workspaceを活用し た校務改善】 Googl e
Wor kspaceで加速する 校務の効率化～全国の先進事例から

学ぶ、 自校の校務改善戦略～

[ 講義・ 模擬授業]
模擬授業から 学ぶ情報活用能力を育む授業におけ
る 教師の役割

[ 協議・ 演習]
グループワ ーク によ る 授業づく り

[講義・ 協議]
全国の校務DX先進事例と 、 今後の目指すべき 校務
DXの方向性

[演習・ 協議]
校務DX実現に向けての実践共有と 今後の課題解決
に向けた協議

10月31日( 金) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー 8月25日( 月) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

桐蔭学園中等教育学校　 専任教諭　 郡司　 直孝 文部科学省GI GA　 St uDX推進チーム
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研修番号 研修番号

目的 目的
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対象 対象

講師 講師

8037( 80370000) 8038( 80380000)

【 善き I CTの使い手と なる  ～ デジタ ルシティ ズン
シッ プ〜】 AI 時代の児童生徒の善き 使い手と なる

メ ディ ア教育を考える
【 生成AI と リ テラ シー】 生成AI を適切に活用する には

[ 講義]
学習指導要領における 育成すべき 資質・ 能力につ
いて～活用を意識し た作問のあり 方～

[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

［ 講義・ 演習］
・ 生成AI （ 生成AI 自体に関する 理解を深める ）
・ 教育と 生成AI （ 教育における 生成AI の活用方
　 法、 リ ス ク など について理解を深める ）
・ 教育における 活用事例（ 具体的な活用事例を
　 知る ）

10月20日( 月) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー 11月7日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

メ ディ ア教育研究室　 代表理事　 今度　 珠美 東京大学　 准教授　 吉田　 塁

8039( 80390000) 8040( 80400000)

【 特別支援教育①（ 自立活動） 】 個に応じ た自立活動の指
導の実際～多様なニーズのある 子ど も の理解と 支援～

【 特別支援教育②（ 発達障がい） 】 も っと 知り たい発達障
がい～子ど も の育ちを支える 指導と 支援～

[ 講義]
自立活動の意義と 指導の基本
［ 講義・ 演習］
個に応じ た指導目標と 具体的な指導内容の設定及
び評価について
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義]
発達障がいのある 児童生徒の理解
［ 講義・ 演習］
発達障がいのある 児童生徒への指導・ 支援の実際
[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

8月5日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン 9月12日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

国立特別支援教育総合研究所
上席総括研究員（ 命） 調整担当部長　 丹野　 哲也

神戸大学　 名誉教授　 鳥居　 深雪

8041( 80410000) 8042( 80420000)

【 特別支援教育③（ 学習障がい） 】 子ども の学習を 支える
ワ ーキン グメ モリ ～一人ひと り の学習のニーズに応える 指

導・ 支援の工夫～

【 特別支援学校教育】 見方・ 考え方を 働かせ、 各教科の資
質・ 能力の育成を目指し た特別支援教育の授業づく り

[ 講義]
子ど も の困り の背景を 考えた支援
［ 講義・ 演習］
ワ ーキングメ モリ を生かし た指導・ 支援の実際
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義]
知的障がい教育の主体的・ 対話的で深い学びと 各
教科の見方・ 考え方
［ 講義・ 演習］
「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 の一体的
な充実を めざし た授業づく り
[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

9月2日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン 11月13日( 木) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教員

・ 特別支援学校の教員
・ 小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校の教
　 員の受講も 可

広島大学　 教授　 湯澤　 正通
国立特別支援教育総合研究所　 総括研究員
　 　 武富　 博文
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8043( 80430000) 8044( 80440000)

【 教育相談】 発達や愛着の問題を抱えた子ど も たちへの理
解と 支援

【 生徒指導】 子ど も と と も に歩む生徒指導～子ども も 教師
も イ キイ キと 輝く ために～

[ 講義・ 演習]
発達や愛着の問題を抱えた子ども たちへの理解と
支援～事例をと おし て～

[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義・ 演習]
子ども と と も に歩む生徒指導～子ども も 教師も イ
キイ キと 輝く ために～

[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

8月21日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン 9月12日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

鳥取県立総合療育センタ ー　 医務部長
　 　 佐竹　 隆宏

日本大学　 教授　 藤平　 敦

8045( 80450000) 8046( 80460000)

【 人間関係づく り 】 「 かかわり の力」 を育む～自尊感情・
ソ ーシャ ルス キルを と おし た人間関係づく り ～

【 人権教育①】 参加体験型によ る 人権教育～欧州評議会の
人権教育マニュ アルにみる 指導方法～

[ 講義・ 演習]
「 かかわり の力」 を育てる ～自尊感情・ ソ ーシャ
ルス キルをと おし た人間関係づく り ～

[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

［ 講義・ 演習］
参加体験型の理論と 実践
フ ァ シリ テータ ーと し ての教師のあり 方

［ リ フ レ ク ショ ン］
対話をと おし て学びを深める

10月17日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館 7月29日( 火) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

かかわり プロ グラ ムSl i mpl e
　 　 代表　 曽山　 和彦

筑波大学　 准教授　 田中　 マリ ア

8047( 80470000) 8048( 80480000)

【 人権教育②】 部落差別の解消をめざし て～こ れから の同
和問題学習のあり 方～

【 人権教育③】 人権が尊重さ れる 社会のために〜ハン セン
病問題から 学ぶ〜

［ 講義］
部落差別の解消をめざし て～こ れから の同和問題
学習のあり 方～

[ リ フ レ ク ショ ン］
学んだこ と をど う 活かし ていく か

［ 講義］
ハンセン病問題から 感染症を めぐ る 差別構造を学
ぶ
誰も が住みよ い社会の構築を めざすために

6月23日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン 6月16日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

関西大学　 教授　 内田　 龍史 長島愛生園歴史館　 学芸課長　 田村　 朋久
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研修番号 研修番号

目的 目的
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講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的
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対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8049( 80490000) 8050( 80500000)

【 人権教育④】 ユニバーサルデザイ ン（ UD） に関する 授
業・ 学校づく り ～UD製品等の体験をと おし てつく る 新たな

学びと 教育環境～
【 ふる さ と キャ リ ア教育】 未定

［ 講義・ 演習］
ユニバーサルデザイ ン（ UD） と は
UD製品等の体験から つく る UDの授業づく り
UDの視点から の学校づく り
［ リ フ レ ク ショ ン］
対話をと おし て学びを 深める

未定

6月13日( 金) 〈 午後〉
　 湯梨浜はごろも 苑（ はごろも ホール）

期日・ 会場　 未定

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

江山人権福祉センタ ー　 所長　 石田　 重幸 未定

8051( 80510000) 8052( 80520000)

【 図書館教育】 読解力向上につながる 図書館教育～Ａ Ｉ 時
代を生き る ための読解力を図書館で育む～

【 生命の安全教育】 「 生命（ いのち） の安全教育」 の必要
性について

[ 講義・ 演習]
読解力向上につながる 図書館教育～飯田市＆飯田
西中学校の挑戦～

[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[講義・ 演習]
生命（ いのち） の安全教育」 の必要性について
発達段階に応じ た指導内容等について

10月10日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン 6月27日( 金) 〈 午後〉 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

長野県飯田市立飯田西中学校　 司書講師
　 　 牧野　 優子

宇都宮大学　 准教授　 艮　 香織

8053( 80530000) 8054( 80540000)

【 防災教育】 「 生き る 力」 を磨く ！未来へつなげよ う 私た
ちの防災～防災安全についての体験的な学びをと おし て～

【 博物館連携講座】 教員のための博物館の日２ ０ ２ 5 i n
鳥取県立博物館

[ 講義]
災害被災地での支援活動従事者から 学ぶ防災・ 支
援
[ 講義・ 演習]
防災ワ ーク ショ ッ プを と おし て考える 防災安全
[ リ フ レ ク ショ ン]
安全教育推進のために

[説明]
博物館の概要、 利用法紹介
[意見交換]
学芸員と のフ リ ート ーク （ 自然分野、 歴史・ 民俗
分野）
[展示案内]
企画展「 超絶！昆虫ワ ールド 」 （ 仮称）

10月31日( 金) 〈 午後〉 中部会場 7月31日( 木) 〈 午後〉 鳥取県立博物館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

鳥取県社会福祉協議会　 鳥取県災害福祉支援セン
タ ー災害支援専門官　 白鳥　 孝太

鳥取県立博物館学芸員・ 専門員
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講師 講師

研修番号 研修番号
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目的 目的

期日会場 期日会場
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講師 講師

8055( 80550000) 8056( 80560000)

【 国際教育】 ESD、 SDGｓ の視点から 「 誰ひと り 取り 残さ な
い社会」 を考える

【 消費者教育】 デジタ ル社会に対応し た消費者教育

[ 講義・ 演習]
異文化理解につながる ゲーム、 ワ ーク ショ ッ プ
ESＤ ／SDGｓ と 国際教育と のつながり
学校で使える JI CAプロ グラ ムの紹介
[ リ フレ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義]
デジタ ル社会に対応し た消費者教育

[ 演習]
消費者教育を 模擬体験～消費者庁作成教材を 用いて～

11月27日( 木) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館 9月19日( 金) 〈 午後〉 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校　 教職
員

国際協力機構中国センタ ー（ JI CA中国）
　 国際協力推進員（ 予定）

鳴門教育大学　 教授　 坂本　 有芳

8057( 80570000) 8058( 80580000)

【 環境教育】 謎を解き 明かし て気候変動について学ぼう
（ 気候変動適応のミ ス テリ ー）

【 あいサポート 】 多様なコ ミ ュ ニケーショ ン方法の活用を
通じ た「 き こ えない・ き こ えにく いこ と 」 への理解

[ 体験学習]
気候変動適応のミ ス テリ ー（ ボード ゲーム） をと
おし て気候変動について楽し く 学べる こ と を 体験

[ 意見交換]
鳥取県版の気候変動ミ ス テリ ーを作る ため、 参加
者によ る グループワ ーク を実施

[講義・ 演習]
異文化理解につながる ゲーム 、 ワ ーク ショ ッ プ
ESＤ ／SDGｓ と 国際教育と のつながり
学校で使える JI CAプロ グラ ム の紹介
[リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

8月29日( 金) 〈 午後〉 中部会場 8月4日( 月) 〈 午後〉 鳥取県庁講堂

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

未来のためのESDデザイ ン研究所（ ESD f or
FUTURE） 　                       高橋　 敬子
地球温暖化防止全国ネッ ト 　 理事長　 高田　 研

異言語ラ ボ
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